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１．はじめに 
山下ふ頭の再開発は、将来の日本と横浜港を見据えた開発になることが最も

重要です。開発に携わる人は歴史的使命感を持って将来の横浜のために自ら湧

き出た地域愛や日本を愛する気持ちで再開発を進めなければならない。こんな

気持ちで我々港湾人はこの山下ふ頭の再開発に関わって参りました。勿論今回

の横浜市による開発案の募集にもこの姿勢で臨みます。 
その延長線上で、2015 年に当時の林文子横浜市長によって山下ふ頭の開発

は、「インナーハーバーリゾート開発」の方向で検討することが我々も同意し

て決定されました。以来その原案に沿って、横浜港運協会はインナーハーバー

リゾート構想を基軸にＭＩＣＥを構成する重要な要素開発などを行い、令和元

年度初頭に基本構想を公表致しました。この基本構想の実現化を図るために、

横浜港運協会全会員店社一丸となって、組織的に体制構築を行うことを機関決

定し、山下ふ頭再開発の推進母体として「一般社団法人 横浜港ハーバーリゾ

ート協会」（以下、“YHR”という）を 2019 年 5 月 7 日に登記・設立致しまし

た。 
しかしながら、2019 年 8 月 22 日、当時の林文子市長が、「IR・カジノを山

下ふ頭に導入検討を行う」と突然表明し、開発の方向性・理念が大きく変更さ

れた内容に愕然と致しました。そこで、早速翌日の 2019 年 8 月 23 日、YHR
協会幹部が集まり、記者会見を行い、市長の意向には反対することを表明致し

ました。その後、多くの横浜市民が我々の考えに賛同して頂き、突然のカジノ

誘致に反対する大きな運動の根源となりました。そして 3 年後の 2021 年 8 月

22 日に実施された横浜市長選で、ついに我々が推薦した IR・カジノ誘致に反

対の山中竹春氏が 50 万票を超える得票で他候補を圧倒して当選、IR・カジノ

事業誘致に待ったをかけて廃絶させることが出来ました。 
山中竹春氏は、市長に就任するや否や IR・カジノの横浜市への誘致を中止致

しました。6 年間という長きに亘った IR・カジノ誘致反対運動にようやく具体

的に終止符を打つことが出来ました。これをもって、横浜市の IR・カジノ誘致

案件は完全に廃絶されました。 
このように、民主的な手続きを経なかった IR・カジノ誘致の是非は、市長選

挙でカジノ反対の市長が誕生して終止符となりました。横浜市の歴史に残る大

きな転換となりました。この様な大きな事件となった根本的な原因・背景を究

明せずして、次の段階に移行することは本来やってはいけないことです。同じ

失敗を繰り返すことの無いようにしなければなりません。従って、①IR・カジ

ノ構想がどのようにして国を挙げたプロジェクトになったのか ②なぜ反対す

る市民をよそに横浜市の主要プロジェクトにしたのか ③そもそもカジノは

“博打”であり現行刑法第 185 条（賭博罪）違反の悪辣な事業、なのになぜ政
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府・地方自治体の首長、行政が率先して誘致導入しようとしたのか ④“博打”

で一儲けしよう、他人の財産を奪ってでも自分だけ儲ければ良い、良心は傷ま

ない。利益を得る為なら、法律を曲げても構わない。こんな事、真っ当な国を

挙げて行う政策なのか？ ⑤横浜市の IR・カジノ誘致に積極的に賛同して提案

を行ったのは誰か、など多くの疑問が残ったままです。誤ったことを行った時

は、とにかく反省して、何故こうなったのか、真の原因を追究して、突き止め、

同じ過ちを繰り返さぬ様にするのが、最初にやらねばならない事ではないだろ

うか。この反省、原因究明、過ちを犯し、加担した者の償いを求める事をきち

んとしなければならないと考えます。政府は経済安全保障が重要だと主張し、

法制化しました。その一方で国を危うくする IR・カジノ推進など、真逆の方向

の施策を行う。全く矛盾している政策です。 
山下ふ頭の再開発という本来の課題に取り組む前に、この事件の原因究明と

反省を行う必要があり、これは基本中の基本だと考えます。横浜市は IR・カジ

ノ推進施策の反省と銘打って、膨大な量の反省書を作成したが、本質的な部分

にはまったく触れておらず、このままでは、重大な政策の誤りを、歴史に残す

ことができていません。今後再び根本から IR・カジノを推進した政策の見直

し・反省を克明に全てを明らかにする必要があると考えます。 
山下ふ頭のように公共性が高く、横浜の中心地であるばかりでなく、関東地

方、日本の中心に位置し、横浜港の市街区に最も近い港湾域であり地域性に富

み、交通アクセス性抜群であり、43 ヘクタールという広大な地区を擁する東京

湾内でも稀有な無垢の土地となります。横浜市、日本、世界の宝たる所以です。

そういった要となる場所の開発には、どのように何を開発事業とするかが重要

な検討課題となると思います。行政が都市開発に関して採用する、ありきたり

の開発手法、即ち「民間企業対象に開発公募をして、その中から良いと思われ

る案件を委員会設置してそこで決める」というこれまで普通に行われてきた戦

後全国的に一般的に行われてきた開発手法による都市開発で大きな成功の例が

極めて少なく、逆に開発に伴う大きな利権の奪い合いの温床となっています。

当然ながら、この方式では、大きな開発になるほど、政治・行政を巻き込んだ

汚職を引き起こす原因ともなっています。2020 年の東京オリンピックの惨憺

たる実態を見れば分かります。 
今回の山下ふ頭再開発では、これまで行われてきた開発手法を抜本的に改め

て、これから日本で成功する都市再開発の模範となるようにしなければなりま

せん。例えば、横浜市民、横浜に所在する多くの法人・団体からの率直な開発

アイデアを先ず募り、それらのアイデアをまとめ、方向性を見出すための委員

会を立ち上げて、その結果を横浜市民、法人・団体にフィードバックして、さ

らにアイデアを募り、そしてまた委員会で討論を重ねて、という具合に何回も
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積み上げていく方式で事業化を市民全員参加型で行うべきと考えます。また、

最終的には、かかわるべき村人（地域住民―横浜市民）が主体となり、責任を

もって事業を行うという新しい開発事業の体制を導入することも必要であると

考えます。 
今回、我々が日頃まとめてきた提案を表明する機会を設けて頂き、横浜市長、

横浜市行政に感謝申し上げます。貴重な機会ですので、我々が現有しているア

イデアをこの提案書で余すところなく、以下、申し述べます。本提案書では、

この根本から考え直す基本的な考え方及びその工程を示した後、事業構想に至

るまでを５W2H で具体的に提案させて頂きます。 
① 最初に行うべきこと 

これから山下ふ頭は、開発の方法、どのような開発にすべきか、誰がかかわ

るのか等をめぐって、徹底的な議論を深めて推進されていくべきと考えます。

このように、最初は何もない空白からスタートし、横浜市民の意見を広く聞い

て何故山下ふ頭の開発を行うのかといった根本問題から、どのような開発手法

にすべきか、誰がどのような再開発を行うのかなどを整理してから具体的な開

発に着手すべきと考えます。 
② 開発の要素 

より具体的な山下ふ頭の開発をめぐるこれまでの経緯と課題について整理し

ます。この現況の把握をしっかり行うことが重要であり、いきなり何かの開発

事業案件を募集するのは拙速となります。5W2H（Where, What, When, Who, 
Why, How, How much）ビジネスのやり方の基本に戻って根本から考え直す必

要があります。本事業提案書では、この根本から考え直す基本的な考え方及び

その工程を示した後、事業構想に至るまでを具体的に提案させて頂きます。 
③ 山下ふ頭再開発の手法 

最初に前提条件なしの山下ふ頭再開発委員会を立ち上げ、今回のアイデア募

集で出てきた様々なアイデアをまとめ上げる過程で行政が主催する公開の討論

会を開催して主な提案者による内容の紹介を行い、各提案に対して討論・意見

交換を繰り返し行いながら、より良い再開発となるように開発内容をまとめ上

げていくという工程が必要となります。また世界の先進的で思考した事例を徹

底的に研究していろいろな視点から精査して、最終的には横浜市民が納得する

開発案とすべきです。例えばスイスのツェルマット村の観光開発事例や米国の

ボストンにおけるダウンタウン高速道路網の地下化再開発構想の実現、サンフ

ランシスコのウォーターフロント化などの開発成功事例、さらに国内では北海

道北広島市の多目的ボールパーク開発例などがあります。公募という呪縛にと

らわれることなく、先ず世界成功例、失敗例を真摯に学び、山下ふ頭再開発の

推進に臨んで頂きたいと思います。 
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④ 開発参加の意思 
私共は、横浜港が開港されて以来、横浜港の発展と共に主に港湾の物流事業

者として貢献して参りました。我々以上に横浜港を知っている人はいないと自

負しており、これまでプライドをもって横浜港と一緒に生活して来ました。山

下ふ頭の開発は我々横浜港湾人の先輩たちが血と汗を流してきた聖地です。是

非我々も山下ふ頭再開発に参加させて頂き、今後も苦楽を共に歩んで行きたい

と希望します。 
 
今、世界は様々な懸念すべきことで満ち満ちています。 
日本の貿易赤字が 2021 年 8 月から連続して 18 か月続いており、このペース

で進めば年間貿易赤字は 20 兆円に達すると予想されています。輸出港である

横浜港では、この傾向を如実に示しており、国際貿易での輸出港としての優等

生が今では輸入港になってしまっています。横浜港を実際に運営している我々

港運事業者としても横浜港が我が国を代表する輸出港として復活することを切

に願っています。このままでは我が国の金融の要である外貨準備高の急速な目

減りが、日本の国力の急速な低下に結びつく恐れがあります。世界が紛争勃発

している今、我が国の世界における安定化が一番重要なことです。その安定を

実現するには正に「経済安全保障」こそが我が国にとって最重要なことである

ことは明白です。具体策をもってして、我が国は貿易黒字化を目指さねばなら

ないと考えます。 
気候変動も世界的に大きな影響が出ており、地球規模での対応策が望まれて

おり、先進国では脱炭素社会の構築（SDGs の取り組み）が急務となっていま

す。とにかく化石燃料を使っているとそれだけ大気中に炭酸ガスを放出するこ

とになり、炭酸ガス濃度は上がり続けます。一刻も早く炭酸ガスなどの地球温

暖化ガスの放出を縮減しなければなりません。この SDGs に対応する究極的な

代替策として水素利用が注目されています。 
ロシアが 2022 年 2 月 24 日、一方的にウクライナへ軍事侵攻し、この戦争も

収束・和平への道は全く見通しがたっていません。この影響により、世界的な

エネルギー不足、ウクライナの穀倉地帯からの小麦供給不足が深刻となり、そ

の結果、世界中で大幅な物価高、インフレが急激に進行、これも収束する気配

がない状況です。日本経済も同様ですが、日本はさらに金融緩和政策が続行さ

れており、円安に歯止めがかからない状況で、異次元の金融緩和策の大反動が

いつ来るかわからない不安な状況下に突入しています。 
さらに、日本、関東地方に目を向けると、大災害発生の可能性が高くなって

います。南海トラフ大地震による大津波の発生、首都直下型大地震の発生、富

士山の噴火、異常気象による超大型台風・竜巻などの発生が懸念されています。
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また、COVID-19 コロナ禍による疫病の蔓延で、世界中が対応に追われ、人々

は行動自粛で自主隔離しなければならないなど、一人一人の行動が大きく制限

され、世界の経済が見直しを余儀なくされました。幸いコロナ禍は我が国では

2023 年 5 月に疫病分類が見直されインフルエンザと同等の５類に分類されよ

うとしています。しかしながら、まだこれからもある程度の自粛、行動規制は

続くものと思われます。 
このように、現在の社会情勢（国際的・自国内的視点で）は、下記の様な克

服すべき課題を抱えています。 
 

① 我が国の急激な貿易赤字の増大 
② 地球温暖化、気候変動対策としての SDGs 対策の急務 
③ ロシアのウクライナ軍事進攻に起因するエネルギー、食糧不足 
④ 物価高騰、インフレ発生 
⑤ 大災害への準備 
⑥ コロナ禍への注意継続 
 

 これら懸念事項を考慮した上で、山下ふ頭の再開発は行われるべきで、2015
年、林市長の諮問で描かれた山下ふ頭再開発基本計画から 8 年の経過で世界情

勢、山下ふ頭を取り巻く環境が激変してしまいました、したがって当時の山下

ふ頭再開発計画は抜本的に見直されるべきであり、白紙から考え直す必要があ

るのは明白です。山下ふ頭再開発は白紙に戻して、最初にこれら重大な状況の

変化を考慮して、横浜市民の合意形成、そこに至る道程の改善、これらが前提

となって開発を進めることを願います。 
 
 本開発事業提案書はこれら世界的・重要な懸念事項を克服する策として、

我々横浜港に携わる者の立場から「山下ふ頭の再開発のあるべき姿」として  
丹精込めて、まとめて作成致しました。 
 
ご検討のほど、宜しくお願い申し上げます。 
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法人名：一般社団法人 横浜港ハーバーリゾート協会 （代表：会長 藤木幸夫、担当者：事務統括 水上裕之 電話番号：045-264-6730）

山下ふ頭の再開発は、将来の日本と横浜港を見据えた開発になることが最も重要です。
開発に携わる人は歴史的使命感を持って将来の横浜のために自ら湧き出た地域愛や日
本を愛する気持ちで再開発を進めなければならないことを念頭に横浜港の内港地区の将
来像の中で山下ふ頭を開発いたします。まず右図のように横浜港をベイブリッジを境界に、
物流を担うアウターバーバー、今回の開発対象となる山下ふ頭を含むインナーハーバー
域に分けると、山下ふ頭は丁度中間域にあります。ここに国際展示場を誘致することにより、
アウターバーバーでは新たな貿易・物流が起こり、インナーハーバー域には多くの人が流
入するようになります。山下ふ頭が物・人の動く中心になることにより、内港地区に接する
横浜市内の各地の経済活性化につながります。このようになることを前提に内港地区には
海上交通、バス（LRTのような）などの陸上交通、横浜駅から港の見える丘公園までのロー
プウェイ交通網などで結び合うことが肝要となります。

【内港地区】

開発コンセプト

【本提案の山下ふ頭再開発】

土地（ゾーニング図）

開発イメージ図

想定する導入施設

横浜市への要望

要素・中核施設

　国際展示場

　コンサート会場

　SDGｓエネルギーセンター

　ディズニークルーズ・関連施設

　中長期滞在型ホテル

　新総合物流施設センター

　給食センター

　植物工場

　ワクチン等医療品保管・配給センター

横浜の中心地、関東地方、日本の中心に
位置し、市街区に最も近い港湾域であり、交
通アクセス性も抜群、43ヘクタールを擁する
宝の土地です。「民間企業対象に開発公募
をしてその中から選ぶ」開発手法でない新
手法が望まれます。ここでは敢えて左表のよ
うな要素開発を提案します。右表の国際展
示場を開発するだけでも大きな経済効果を
生み出すことができます。Key Word

は、”Serendipity”

山下ふ頭は市民
にとって横浜港に
残された貴重な宝
です。慎重な議論
を踏まえて進めて
ください。

ゾーニング 用途 敷地面積

ビジネス 国際展示場 25ha

エンタメ コンサート会場・F1

エデュケーション 教育施設

グルメ 植物工場・生鮮食料品市場

クルーズ拠点・レストラン

ホテルリゾート・マリーナ

エマージェンシー 医療防災拠点

エネルギー供給 SDGsエネルギーセンター

ゾーニングイメージ

ご参照ウォーターフロント

・世界中からの訪問客がエリア内で一日中
楽しめ、リラックスできる空間を創造
・ビジネス客と帯同家族、夫々のニーズを満足
できる展示場＋エンタメパッケージ
・港の眺望、コンサートやF1など、部屋から
直接愉しむことができる宿泊施設設計仕様
・港の歴史を学び、海に親しむことのできる公園、
マリンアスレチック施設、季節感のある遊歩道
（雨天でも家族で楽しめる全天候型臨海公園）
・大型国際クルーズ客船ターミナルを整備

【東京湾にける位置づけ】

山下ふ頭の再開発は、将来の日本と横浜港
を見据えた開発になることが最も重要であり、
山下ふ頭の立地を再認識すべきと考えます。
従って、少なくとも、首都圏・東京輪における
再位置づけを致しました。本格的に再開発さ
れた暁には、山下ふ頭には20万人／日の来
訪者が来ます。これだけの人数の交通需要を
スムースに受け容れる総合的な交通体系を構
築しなければなりません。ここに、一例として
山下ふ頭を中心とした鉄道網の構築を左図
のように提案致します。

【本提案の山下ふ頭再開発】

提案書（概要版） YHR

開発の事業性

2023.2.28
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III. 提案検討対象地区（WHERE） 

山下ふ頭は開港以来 164 年の栄光の歴史を有する我が国最大

で日本を代表する横浜港の中心に所在し、今回の再開発対象域

は 43 ヘクタールという東京湾臨海部では今後出てこない規模の

面積を有する価値の高い、いわば横浜市民にとって“宝“の存

在です。 

先ずその地理的な位置について十分に認識する必要がありま

す。本章では、最初に YHR が今回の事業提案で対象とする区域

を明確にして、その後、当該地区が地球規模での位置、世界に

おける貿易と人流でつながる要衝であることを明らかにしま

す。その上で、我が国、関東・首都圏における位置として中心

に所在し、東京湾における位置としても重要な中心に位置し、

しかも水深を確保できる稀有な場所であることを示します。 

山下ふ頭の地政学的な位置の意味をより深く理解することに

より、本開発事業がいかに重要であるかが浮き彫りになりま

す。その自認意識がなければ本開発事業に携わることはできな

いでしょう。以下、添付の資料の説明致します。 

 

1. 本事業提案の具体的な対象地区                      1～3 

本事業提案の具体的な対象地区を示しました。①山下ふ頭全

体 ②大桟橋と山下ふ頭間の水面域 ③山下ふ頭と本牧ふ頭の

間の水面域の 3 区域を事業対象と致します。①山下ふ頭は本事

業提案の中核施設を設置し、事業運営を実施する主体地区で

す。②の大桟橋との間の水面域は、後述する、噴水などをイベ

ントとして行うアミューズメントとして利用する予定です。 

③の本牧ふ頭側の水面域は主に重量物の搬出入に利用する水

面域として利用する予定です。 

これら 3 地区を一体として運営することにより、イベントの

多様化、展示会場として東京ビッグサイトで実現できていない

大型・重量物（建機・重機・列車・プラント設備・発電機・大

型機械類など）の展示などが可能となります。 
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2. 山下ふ頭の地政学的な位置              4～10 

東京湾は首都圏の太平洋側に位置し、太平洋の外洋から守る

ように房総半島が突き出した形状を形成し、湾として大きすぎ

ず小さすぎず丁度いい広さを有しており、理想的な港を配置で

きる形状を成しています。また首都圏という人口 4000 万に上る

後背地を関東平野という我が国でも屈指の平野として抱え、工

業、商業など産業の集積が我が国で一番進んでいる最重要地域

であるといえます。山下ふ頭はその東京湾の首都圏側（東側）

の中心に位置し、人流・物流両面でハブとなり得る位置を確保

しています。山下ふ頭は図のように、貿易ばかりではなく、国

際空港に隣接する非常に優れた所に位置しています。さらに山

下ふ頭を中心に 60 ㎞圏内に関東地方・首都圏のほとんどが包含

されることが解ります。首都圏の高速道路網と合わせて位置関

係を整理すると首都高速道路の環状線と放射状に広がる幹線高

速道路と交差する地区に大型の物流倉庫・流通センターが立地

していることが分かります。山下ふ頭の位置と 43 ヘクタールの

広大な敷地は物流施設としてもニーズが高いことがうかがうこ

とができ、観光ばかりでなく、物流施設を設置するという観点

からも深い検討が不要であることが明らかとなりました。ま

た、関東地方・首都圏における有名観光地も山下ふ頭からのア

クセス性がよく、中心に所在しています。 

これらの位置的解析から山下ふ頭が人流でも、貿易でも最高

の位置に所在していることが分かります。 

 

3. インナーハーバー域                              11～15 

東京湾水域内において、横浜港は東京より湾口に近く、離着

岸しやすい位置にあります。さらに横浜港はベイブリッジを境

界線として、内側の港湾域は山下ふ頭が最後の物流バースとし

て利用されているが、昭和 38 年の供用開始以来、物流の使命は

果たされ、現状あまり利用されなくなっています。そこで山下

ふ頭の在来船による物流基地としての利用は止めて再開発す
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る、という発想には賛同して、再開発には協力して参りまし

た。このような理由から、山下ふ頭の再開発において、ベイブ

リッジの内側をインナーハーバー域、外側をアウターハーバー

として位置づけることに賛同し、山下ふ頭はインナーハーバー

域における中核施設として再開発をすることが必要であると考

えます。アウターハーバーは本来の港湾の役割である物流に

増々特化して戦略港湾の最先端を行く港湾として発展していま

す。 

 

4. 一般社団法人 横浜港ハーバーリゾート協会の所在地    16 

弊協会 YHR は正に山下ふ頭の中心に所在し、日々山下ふ頭の

中心にいてその所在地の重要性について再認識しています。 

 

5. アウターバーバー域と世界一を誇るコンテナ港湾    17～18 

昨年 5 月、世界銀行による調査で横浜港が世界の 400 か所の

コンテナターミナル港の中で一位に輝きました。この世界一位

という成績は JOC（ジャーナルオブコマース）の時代から約 10

年続いた輝かしい成果です。今年は残念ながら 10 位に低下した

ものの、我が国では断トツの成績でした。 

 

6. インナーハーバー域とアウターバーバー域              19 

このようにコンテナ物流において、我々横浜港は世界のトッ

プクラスであり、そのレベルを成し遂げているのは我々港湾人

であります。世界トップクラスの成果を上げている我々港湾人

は特に上からトップを狙うように指示して頑張ったわけではあ

りません。現場力が素晴らしいので、自然と世界一位になって

いたのです。これは潜在能力に優れた人材がたくさんいる証拠

であります。我々港湾人は潜在能力の宝庫です。山下ふ頭を再

開発した場合、いろいろな事業が導入されるものと想定されま

すが、我々港湾人は適用性が高く、訓練次第で直ぐに各事業分
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野への実践部隊として活躍可能です。何といっても、世界一位

を経験した者は他にないリーダーシップを有しています。 

 

7. 山下ふ頭と横浜市街地区ゾーンの距離                20 

横浜市全域における山下ふ頭の位置関係を整理すると図（20

ページ）のようになり、住宅街地区とは 10 ㎞圏、市街農業域と

は 20 ㎞圏内に入ります。このように人、農産物を集客・集荷し

やすい絶好の位置にあります。 

 

8. 交通網と経済効果の影響域                          21～22 

 山下ふ頭を中心に横浜駅と港の見える丘公園付近の隣接域を

ロープウェイ、海上交通（シーバス、海上タクシー、LRT   

ライクバスなどで交通網を形成する一帯が直接経済効果を生む

地域であると想定されます。 

 また、第 VII 章にて具体的にご提案いたします国際展示場や

大規模イベント・コンサートホールを設けると、将来的に山下

ふ頭へは国内外から 20～50 万人/日の来場者がコンスタントに

見込まれるため（YHR 試算）、その人流増に対応し、スムース

な移動を可能とする山下ふ頭新駅（仮称）の建設と新交通シス

テムの構築が必要となると考えられます。 具体的には、山下

ふ頭新駅がハブとなり、海外から来訪者の利便性向上のため羽

田空港と直結（山下ふ頭-大黒ふ頭-扇島-羽田空港）、更に横浜

市内の既存鉄道網（JR 線（根岸線・新幹線）・市営地下鉄・み

なとみらい線）とも接続し、市内各方面とのアクセス向上も図

ります。 

鉄道網の充実は大きな課題ですが、大きなメリットをもたら

すことも確かです。今回の提案では、特に東京国際空港（羽田

空港）と山下ふ頭を結ぶ鉄路について記載していますが、この

鉄路は旅客ばかりでなく、コンテナも輸送できるようにして、

山下ふ頭から造成中のコンテナふ頭である新本牧ふ頭、さらに

横浜港の国際貿易コンテナ物流の拠点である南本牧ふ頭を直接

つなげるようにすることで、横浜港は山下ふ頭の再開発による
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大量の人流を捌くばかりでなく、国際コンテナ物流の流れをス

ムースにすることになります。鉄路網の拡充案については、今

後広く議論すべきと考えます。山下ふ頭というミクロな開発に

陥らずに、東京湾全体としての港・空港の役割の分担について

も見直しする必要があると考えます。その上で、鉄路を含めた

交通網の在り方に関して、徹底的な議論が必要であると思いま

す。また、考慮しなければならないエリアが東京湾全体域であ

る以上、横浜市単独の問題ではなく、東京湾に接する首都圏臨

海部地区、千葉市・千葉県、東京都、川崎市、横浜市、神奈川

県各自治体を含んだ総括的な構想が必要になって来ると思いま

す。 

 

9. 本開発事業提案によって形成される交通網            23～25 

交通網の案を模式図で示しました。 

 

10.  山下ふ頭のゾーニング案                           26～31 

横浜市が山下ふ頭再開発委員会で答申された山下ふ頭のハー

バーリゾートとして開発する際に提出された山下ふ頭のゾーニ

ング案が原型であるので、そのゾーニング案に沿ってゾーニン

グ案を作成しました。現状で山下ふ頭の再開発計画そのものが

白紙状態であるので、ゾーニング案を完成させるのは時期尚早

と思われますが、我々の開発案（①国際展示場 ②コンサー

ト・イベント会場 SDGs エネルギーセンターなど）をベースに

暫定的に作成した案を提案させて頂きます。 
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1YHTA-対象地区

事業提案の対象地区

京浜港ワッチマン業協会 HPから転載

①

③

②

事業提案の対象地区

左図①～③全体を一体開発を行うものとする

特に、山下ふ頭の事業開発は一体的に実施する

①山下ふ頭全体

②大桟橋 ～山下ふ頭の海面域

③本牧ふ頭～山下ふ頭の海面域
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2

横浜市HPから転載

YHTA-対象地区

噴水・プロジェクト
マッピングなどへ
の利用水面域

重量･
大型物
の荷揚
げ降ろ
し用岸
壁・展示
場

①②

③
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横浜市HPから転載
3YHTA-対象地区
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日本列島における

山下ふ頭の地理的位置

海外出発：空港・港

関東地区：空港・港

山下ふ頭は潜在的に
ハブとなる可能性

日本各地の観光地

陸・海➡交通機関

陸・海・空➡交通機関

ヨーロッパ

北米

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞｱﾗﾌﾞ･ｱｼﾞｱ

山下ふ頭

YHTA-対象地区 4
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5

首都圏（1都7県）＋静岡・長野県
の中心に位置する

YHTA-対象地区
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10ｋｍ２０ｋｍ４０ｋｍ６０ｋｍ

YHTA-対象地区 6
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首都圏・東京湾における位置

羽田国際空港

成田国際空港

山下ふ頭

▲物流センター
３０Km圏内

7
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8YHTA-対象地区
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YHTA-対象地区 9

みなかみ温泉 日光東照宮

歌舞伎座

富士山
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首都圏における物流施設の
立地の特徴

①臨海部
極力臨港地区に近い

②内陸の奥部

臨海部

空いている埋立て地がない

東京は特に埋立ての余地がない

まとまった土地はなおさら

山下ふ頭
東京湾内で約50ha出る
50年単位でないことだ

YHTA-対象地区 10
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東京湾・横浜港域の水深

11

水深１０m

水深20m

山下ふ頭
インナーハーバー域

横浜港
物流域

水深地図：ぶよお堂HPから転載
YHTA-対象地区
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横浜港アウターハーバー域

横浜港インナーハーバー域

横浜港 インナーハーバー域 参考

12YHTA-対象地区
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横浜港地図

山下ふ頭
横浜港インナーハーバー域

（憩い・観光・イベント）

横浜港アウターハーバー域

（物流）

YHR

YHTA-対象地区 13
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横浜港インナーハーバー域

14YHTA-対象地区
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15YHTA-対象地区

横浜市港湾局HPから転載

インナーハーバー域
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16

山下ふ頭の総面積：47ha

入り口

ＹＨＲ

YHTA-対象地区
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YHTA-対象地区

横浜港ｱｳﾀｰﾊｰﾊﾞｰの現状と計画

17
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YHTA-対象地区 18
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横浜港の開発は2地区に分けて考える

物流
（国際貿易）

観光
（人）

国家戦略港湾
国際コンテナ戦略港湾

19

市民の憩い、観光、
イベント、集客

山下ふ頭の再開発ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

横浜港

インナーハーバー域アウターハーバー域

世界一となった 世界をリードする開発へ

YHTA-対象地区

① 南本牧
② 本牧
③ 新本牧
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20

近郊農業地域
住宅

住宅地区

１８ｋｍ

YHTA-対象地区

360



21YHTA-対象地区

海遊環状線
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22

20万人/日の交通アクセス

みなとみらい線

人：20～50万人/日
トラック：500～2,000台/日

山下ふ頭駅

2～5万人/日

JR石川町JR関内

海上交通

ロープウェイ

高速道路

羽田空港
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まちを楽しむ多彩な交通提案(案) 【概念マップ】

パシフィコ横浜

横浜駅

⼤さん橋

⼭下ふ頭

⽇枝神社

新港
YP9

【海上交通】

【空中水際交通】

中央
卸売
市場

駐⾞場
ターミナル

①運河、河川における桟橋の整備
②港内、運河、河川の交通網整備

（横浜運河線）
③ウオータータクシーの運航
④広域海上交通網の整備

⑫ロープウェーの敷設

⑤水際プロムナード
⑥新参道の整備
⑦連結バス運行と交通規制制度化
⑧ＡＲＴ(Advanced Rapid Transit)整
備
⑨モノレールの整備
⑩LRTの整備
⑪バスターミナルの整備
⑫大型駐車場の整備

【陸上交通】

駐⾞場
⼤⿊ふ頭

【その他】

新-
参
道

⑬冊子「世界の美港都市横浜をめざしてVOL３」
を参照

新港
7街区TM

23
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24

羽田空港

山下ふ頭駅

東京ビッグサイト
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横浜市のゾーニング

横浜港運協会平成27年7月 横浜市山下ふ頭開発基本計画 答申から
26
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27山下ふ頭：鳥瞰写真 27
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ゾーニング・交通イメージゾーニング・具体案①

28
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ゾーニング・交通イメージ

山下ふ頭 ハーバーリゾート計画 ２０１８．７ 2
9

国際展示会場
 総多層階・展示会場25万㎡確保
 上部構造にレストラン・会議室等設置
 最下層：駐車場と荷捌場所とし、津波対策

SDGｓエネルギーセンター
 タービン発電
 水素利用
 災害時対応

山下ふ頭内新交通
 域内循環型
 道路走行・自動運転
 個別デマンド型

船舶・直岸壁荷役

展示場 ： 25万㎡
全体 ： 50万㎡

クルーズ拠点・レストランエリア

臨海ホテル・リゾートエリア

コンサートエリア

29

ゾーニング・①のより詳細な案
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配置図 ゾーニング・①のパース図

30
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ゾーニング：具体案②

31
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IV. 事業提案に関わる人、組織（WHO） 

 

1. 村人・旅人・観光客                                    1 

山下ふ頭の開発を推進するため、全てを考え直して、具体的

に検討する前によく考えることが重要です。即ち、哲学的に山

下ふ頭の開発を考えることから始めました。一言でいうと、

「山下ふ頭再開発を哲学する」です。 

最初に、教科書としたのが東浩紀氏の「観光哲学」です。東

氏の観光哲学によれば重要な要素として①村人 ②旅人 ③

観光客として分類し、地域観光で一番活躍しなければないの

が村人であると。まさにその通りであり、観光に限らず、地域

に固定される施設はなおさら村人が責任を持って主体となっ

て運営すべきであるとの認識に至りました。 

 

2. 開発に関わるべき人、組織                              2 

再開発事業で最重要な要点は、運営する人が重要となりま

す。これを理念としてまとめてページ 2 図に示しました。運

営する主体である村人自身で開発内容をよく吟味して、何を

再開発するか概ね決め、その後で案がまとまってから具体的

な施設設計に入るという順番になることが肝要と考えます。 

 

3. 開発の工程と関わるべき村人の関係                     3 

ページ４に示した図に関わるべき人・組織を記しました。主

体は村人となります。そこから出てくるアイデアなどを整理

してまとめ上げる委員会の設置も必要になるでしょう。この

開発委員会は、村人の代表及び日本を代表する学識経験者等

で構成し、主な使命は、開発に携わる村人（市民）から提案さ

れたアイデアを専門的な見地から多角的・多面的に評価、構想

の価値を高め、更にブラッシュアップされた「山下ふ頭のある

べき姿」を示して具体化指針を示すことです。一方、この検討

委員会は決定権を持たない方が健全な開発となると考えられ

ます。委員会が事業推進に関わる決定権を持つと、利権構造が
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発生し、山下ふ頭の再開発の方向性が捻じ曲がる可能性があ

るからです。やはり、最終案を決定するのは、横浜の将来を担

う主体としての村人であり市民であるからです。 

 

4. 港湾人の関わり                                       4 

山下ふ頭はベイブリッジを境界にして、インナーハーバー

とアウターハーバーの丁度中間域に所在しています。この地

理的な中間位置という場所が今回の開発で重要な要素となり

ます、即ち、国際展示場を開催すると、大量の人（約 20～50

万人/日（YHR 試算））と物品が山下ふ頭を通して流れるよう

になり、人はインナーハーバー域の方へ、物品はアウターハー

バー域の方へ流れるという整流が生まれる良い仕組みができ

ます。人と物品の両者が大量に流れる経済的に良好な作用を

作ることができます。 

 

5. 村人                                              5～6 

ここで、村人の定義をページ５に示します。山下ふ頭で昭和

38 年以来港湾運送事業者として生業を行ってきた我々港湾人

を中心に関連する団体等が村人となります。また、近隣周辺に

住まいの横浜市民、とりわけ、山下ふ頭が所在する中区、西区、

磯子区、神奈川区、鶴見区、南区などに住まいの市民が村人で

す。勿論、横浜市民で他区にお住まいで、横浜港に普段から関

心を持ち、それなりに活動している方々も範疇に入るべきと

考えます。村人は明確な定義はありませんが、少なくとも横浜

市民であること、横浜港で働いていることの何れかまたは両

方を満足していることは必要条件と考えます。 

 

6. 村人による英知の結集                                 7 

山下ふ頭の再開発には村人が中心となって検討し、事業化

の暁には運営主体となって事業体に責任を持つことが大切で

あると述べました。 

重い責任を持つ村人は、山下ふ頭の再開発事業は成功させ
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なければなりません。そのために、アイデア出しの段階から、

アイデアの集約、まとめ上げる段階まで、村人を助けるという

観点で皆の英知を結集する必要があります。既に結成されて

いる「横浜未来構想会議」などと連携して、磨き上げることが

大切になってきます。 

 

7. 村人からの山下ふ頭開発アイデア                    8～9 

現時点で、横浜市民の皆さんから上がってきているアイデ

アです。ご参照ください。沢山いいアイデアが出てきているこ

とが伺えます。 

 

8. YHR が提案する山下ふ頭開発に関わる組織          10～11

  

YHR の今回の事業提案では、具体的には、①国際展示場 ②

コンサート会場 ③客船バース ④SDGｓエネルギーセンタ

ーがあます。これらの構想事業に関って来る事業者・関係団体

の関係をページ 10～11 に記しました。図に記しましたように、

直接事業に関る企業は、横浜市内に本社を登記（または事務

所・事業所等）がある法人（村人）を優先、雇用拡大や納税を

通じ、横浜市の経済発展に寄与することが重要です。 
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9. 事業提案者：一般社団法人 横浜港ハーバーリゾート協会（YHR） 

 

一般社団法人 横浜港ハーバーリゾート協会の概要は下記の通り。 

イ) 設立の目的 ：横浜港におけるハーバーリゾートの形成 

ロ) 設立時期 ：令和元年（2019 年）5 月 7 日 

ハ) 代表者  ：会長 藤木幸夫 

ニ) 場 所  ：横浜市中区山下町 279 番地横浜港運会館内 

ホ) 会 員  ：港湾運送事業者‐横浜港運協会会員店社 

設立の経緯 

ＹＨＲ設立する前に、取り組みの内容、ハーバーリゾート構想の概

略及びＦ/Ｓ（事業収益性評価）など横浜市には説明して承諾を頂き

ました。しかしながら、令和元年８月２２日に横浜市・林市長が「具

体的に山下ふ頭を前提にＩＲ／カジノ誘致を計画する」と宣言し、

横浜市（市長・行政） 米国大統領・法律制定 横浜港運協会活動

4月22日　拡大理事会
戦略港湾-今後の展開

11月8日
米国大統領にトランプ氏

11月16日　林市長へ、山下ふ頭の土地権利
に関する要望書

12月　IR/カジノ基本法成立

2月　林市長　白紙で臨む

7月　林市長選出
5月17日　拡大理事会
山下ふ頭-ツェルマット型、開発提案を募る

9月14日　記者会見

2月7日　日本水上学園訪問
3月14日　ギャンブル依存症勉強会

7月23日　
IR/カジノ情報提供公募

7月20日　
IR/カジノ整備法成立

7月18日　拡大理事会
山下ふ頭-非カジノ提案

5月7日　
一社）横浜港ハーバーリゾート協会設立

6月27日　林市長へ見解・要望書提出
8月22日　林市長
IR/カジノ山下ふ頭に誘致発表

8月23日　

緊急正副会長会議➡記者会見
開発コンセプト公募・〆切

開発コンセプト・ヒアリング
ＹＨＲ総会・中間報告会
マスコミとの懇談会

米国大統領選挙（トランプ敗戦）

ＩＲ事業者決定・契約 米国はバイデン政権へ

市会で決定：区域整備計画
認定申請（国へ）

2021年1月11日　ラスベガスサンズの
オーナー、アデルソン氏死去

IR・カジノ誘致推進派との6年に及ぶ闘い

4月20日　拡大理事会
山下ふ頭-みなとみらいの失敗を糧に

ＩＲ事業者公募・〆切

2015

2016

2017

2018

2019

8月22日横浜市長選挙（山中竹春氏　勝利）

横浜市→停止  🔹🔹国が指定発表

7月　横浜市　
山下ふ頭再開発基本計画　発表

2021

2020
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市と我々の山下ふ頭再開発の方向性が全く異なることが明確にな

りました。この大きな事件をきっかけとして IR・カジノ誘致に真っ

向から対抗して活動してきました。その前後の経緯について下記表

に示します。 

 

当協会幹部（正副・執行役員）名簿 

 

No. 氏名 会社名 役職名 所属団体 適要
1 会長 代 表 理 事 藤 木 幸 夫 藤木企業株式会社 代表取締役会長 発起人
2 副会長/監事 執 行 会 員 長 谷 川 元 第一船舶企業株式会社 代表取締役会長 関 連 発起人
3 副会長/理事 執 行 会 員 田 留 晏 鈴江コーポレーション株式会社 代表取締役社長 エ ゼ ン ト 発起人
4 副会長 執 行 会 員 藤 木 幸 太 藤木企業株式会社 代表取締役社長 港 荷 協
5 副会長 執 行 会 員 藤 木 幸 三 株式会社三協 代表取締役社長 エ ゼ ン ト
6 副会長 執 行 会 員 飯泉牧太郎 東横商船株式会社 代表取締役会長 回 漕
7 副会長 田 端 彰 関東港運株式会社 代表取締役会長 港 荷 協
8 副会長/理事 原田龍次郎 原田港湾株式会社 代表取締役社長 港 荷 協
9 副会長 執 行 会 員 飯 泉 勝 也 株式会社鈴江組 代表取締役社長 港 荷 協

10 副会長 執 行 会 員 石 黒 明 博 株式会社明正 代表取締役会長 海 貨
11 副会長 大 田 晃 正 株式会社住友倉庫　 横浜支店長 エ ゼ ン ト
12 副会長 執 行 会 員 島 憲 蔵 三島船舶株式会社 代表取締役社長 関 連
13 副会長 執 行 会 員 串 田 素 宏 東照海運株式会社 代表取締役社長 回 漕
14 副会長 執 行 会 員 藤 木 幸 吉 藤木企業株式会社 代表取締役副社長 港 荷 協
15 副会長 執 行 会 員 石 井 卓 也 一般社団法人全日検　横浜支部 執行役員支部長 検 数 検 定
16 副会長 執 行 会 員 粟 竹 俊 幸 日本警備株式会社 代表取締役 ワ ッ チ
17 諸 岡 正 道
18 執 行 会 員 藤 木 幸 太 横浜港運協会 会長 横浜港運協会
19 執 行 会 員 菅 井 重 隆 京濱港運株式会社 代表取締役社長 エ ゼ ン ト
20 執 行 会 員 野 津 正 恒 株式会社ダイトーコーポレーション　横浜支店長 エ ゼ ン ト
21 執 行 会 員 筒 井 雅 洋 株式会社日新 代表取締役社長執行役員 エ ゼ ン ト
22 執 行 会 員 浅 井 俊 之 丸全昭和運輸株式会社 代表取締役社長 エ ゼ ン ト
23 執 行 会 員 德 橋 三 郎 互興運輸株式会社 代表取締役社長 回 漕
24 執 行 会 員 前 田 健 一 東清海運株式会社 代表取締役社長 回 漕
25 執 行 会 員 坂 田 薫 白鳥運輸株式会社 代表取締役社長 港 荷 協
26 執 行 会 員 酒 井 裕 介 横浜港湾作業株式会社 代表取締役社長 港 荷 協
27 執 行 会 員 矢吹欣一郎 矢吹海運株式会社 代表取締役社長 海 貨
28 執 行 会 員 藤 木 幸 夫 株式会社みなと輸送 取締役会長 関 連
29 執 行 会 員 山 下 晃 横浜港運関連事業協同組合 理事長 関 連
30 執 行 会 員 鈴 木 武 ジャパントータルサービス株式会社 代表取締役社長 ワ ッ チ
31 執 行 会 員 水 上 裕 之 株式会社北見港湾総合研究所 代表取締役社長

水 上 裕 之
平 林 秀 一
長 岡 健 太
渥 美 雅 美

事
務
局

事務局統括
ディレクター

課長
経理

一般社団法人  横浜港ハーバーリゾート協会　執行役員会名簿

令和4年11月9日現在

役名

      Executive Advisor
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① イベント開催実績 

これまでの協会設立以降の、開催事業について下記の表にまとめました。 

 １～３は山下ふ頭の再開発とは関係なく、通常山下ふ頭が利用されていたイ

ベントです。４～１３番が YHR が主体となって山下ふ頭で開催したイベントで

す。この３年間で、９つの大きなイベントを開催し、多種多様に至っています。

それぞれが我々にとって初めての経験でしたが、組織を充実させて取組んでき

た結果、全てが概ね大きな成功を収めました。今後とも、様々な社会のためにな

るイベントを積極的に誘致して開催し、YHR 事業化推進の一助としたいと考え

ています。 

 後半に開催した代表的なイベント写真を掲載致しましたのでご参照ください。 

 

山下ふ頭
開催日

名称 主催 コーディネーター
山下ふ頭
集客（人）

1 2016年～ 横浜マラソン 横浜マラソン組織委員会 N/A

2 N/A
ザよこはまパレード
（国際仮装行列）

国際仮装行列実行委員会
横浜商工会議所

神奈川県／横浜市
N/A

3 2012年～ 横浜スパークリングトワイライト

横浜スパークリングトワイライト
実行委員会

横浜市／横浜商工会議所
横浜港振興協会／横浜観光

コンベンションビューロー

N/A

4 2019年５月～ ランバイク（練習） 横浜本牧レーシングチーム N/A

5 2019年7月14日
ドーベルマン
インフィニティ

ＬＤＨ
（エグザイル）

Yokohama 
Harbest㈱

約1万人

6 2019年12月15日 雑誌『CLUB HARLEY』 株式会社枻出版社
Yokohama 
Harbest㈱

約1万人

7
2020年12月

～
2023年3月

GUNDAM FACTORY YOKOHAMA
（実物大・動く）

㈱バンダイナムコ
ホールディングス

㈱電通 N/A

8 2021年３～9月 居酒屋エグザイル ＬＤＨ
Yokohama 
Harbest㈱

N/A

9 2022年1月1日 中区消防出初式 横浜市中消防署 N/A

10 2022年5月14～15日

ワールドトライアスロンシリーズ
ワールドトライアスロンパラシリーズ

（2022/横浜）

世界トライアスロンシリーズ横
浜大会組織委員会

N/A

11 2022年5月20～22日
クラシックジャパンラリー2022

横浜 Y163
一般社団法人

クラシックジャパンラリー
Yokohama 
Harbest㈱

N/A

12 2022年6月2日 横浜開港祭2022 横浜開港祭協議会 N/A

13 2022年6月5日
ランバイク

（練習のドローン空撮）
横浜本牧レーシングチーム N/A

:YHRが導入したイベント

イベント開催実績
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②山下ふ頭の上屋解体、移転の現状 

山下ふ頭の上屋の建屋の解体状況、移転後の空き地の状況を下図に示しまし

た。（下図参照） 

 

横浜港運会館は山下ふ頭の再開発の状況が我々の意向に沿うことが完全に約

束された場合、移転を考え始める予定であり、当分の間移転、上屋の解体は考

えておりません。 

現状、上図示しましたように、一期地区の移転・解体は進み、令和 4 年度中に

ほぼ全域が更地になります。このように山下ふ頭内に空き地が多くなりますの

で、基本的には一期地区の空き地はイベントの誘致用地として、他の 2 期の空

き地は港湾物流用の一時的な利用用途として今後有効活用するように致しま

す。 
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EXILE TRIBE STATION IN YOKOHAMA 

 

 

 
横浜ランバイク協会 練習会 
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横浜中区消防団出初式 

 

 

 

ガンダムファクトリーヨコハマ WINTER ILLUMINATION 2021 
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２０２２年１月１日 花火 

 

 

 

第７０回ザよこはまパレード開港記念みなと祭国際仮装行列 
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2022 ワールドトライアスロン・パラトライアスロンシリーズ横浜大会 

 

 

 

CLASSIC JAPAN RALLY2022 YOKOHAMA 
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1

人間が豊かに生きていくためには、特定の共同体にのみ属する「村人」でもなく、どの共同

体にも属さない「旅人」でもなく、基本的には特定の共同体に属しつつも、ときおり別の共

同体も訪れる「観光客」的な在り方が大切だ

山下ふ頭の開発は、村人（市民・港湾人）が責任を持って、観光客に喜んでもらう仕
組みを作ること

責任を持って当たる、
地元が大事

基本的に無責任

その土地に興味が
あって来ている

村人（当事者）

旅人（部外者）

観光客

３
つ

の
区

分 山下ふ頭再開発
を

哲学する

※ 「ゲンロン0 観光客の哲学」（東浩紀著）を参考、YHR事務局作成

山下ふ頭開発に携わるべき人

※
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2

山下ふ頭開発理念（人）

 オールヨコハマによる開発が必要

村人による手作り
（地元民案・地元民設・地元民営）

村人自ら企画・立案する

 開発施策を抜本的に見直しする
 ゼネコン・デベロッパーが発案することではない
 基本概念を作ってから工事公募すると良い

 先ず、アイデア募集し、取捨選択する

山下ふ頭は世界・地球のダイヤモンド

出所： YHR事務局作成
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3

市民の意見を広く遍く聞き、様々なアイデア提案募集

横浜市が行政として山下ふ頭開発を進める

HOW（どのように開発するか）

開発手法、集まったアイデアを集約

市民 YHRなどの港湾人

関心ある人々提案者

開発委員会を招集
山下ふ頭のあるべき姿を構築していく

意
見
交
換

横浜市・市民・港湾人などが最終案を決定する

横浜市行政:IR/カジノ事業推進失敗の反省によるけじめが必須

開発に関わる村人

出所： YHR事務局作成
385



横浜港の開発は2地区に分けて考える

物流
（国際貿易）

観光
（観光客）

国家戦略港湾
国際コンテナ戦略港湾

4

市民の憩い、観光、
イベント、集客

山下ふ頭の再開発ベ
イ

ブ
リ
ッ

ジ

横浜港

インナーハーバー域アウターハーバー域

世界をリードする開発へ

YHTA‐対象地区

① 南本牧
② 本牧
③ 新本牧

世界一となった

世界一の港湾人
開発に関わる村人

出所： YHR事務局作成
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5

中区、西区、磯子区、神奈川区、

鶴見区、南区などの港湾域の市民

ＹＨＲ

（一社）横浜港振興協会

（一社）横浜港福利厚生協会
港湾貨物運送事業労働災害

防止協会・神奈川支部

横浜港運協会

神奈川倉庫協会

横浜港湾人

横浜港で働く人々、周辺でかかわって

いる人々 Etc.

横浜市民

村人とは

全横浜港湾労働組合連合会

NPO法人HamaBridge濱橋会

（一社）美港都市横浜を造る会

関内・関外地区活性化協議会

出所： YHR事務局作成
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哲学

理念
YHR・村人
アイディア
企画・立案

アイディアの具現化
（夢の実現・課題解決）

“山下ふ頭に何がふさわし
いか？”

村人による開発計画の立案
藤木幸夫会長の想い

「夢・希望・楽しさを託そう！」

港湾人・村人ならではのアイディア
横浜市民の期待、市の課題解決

具体的なソリューション案

6
出所： YHR事務局作成
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7

英知を集めて開発案を練る仕組み

YHR

未来構想会議 山下ふ頭開発

事業立案・策定知識人

哲
学
的
に
解
析

激
変
す
る
状
況
・環
境

横浜市ー行政

山下ふ頭開発に関心のある
団体、個人

Fundamentals
原点回帰・本質

Innovation
創造的破壊

開発に関わる村人

出所： YHR事務局作成
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8

# カテゴリー 横浜市政策課題 具体的ソリューション（案）

① 観光 客船の寄港促進 ディズニークルーズ（クルーズ船用岸壁整備）、ディズニー施設

五つ星都市型中長期滞在ホテル

ロケツーリズム（横浜らしい風情の発信、ロケ地巡りのブランド化）

山下ふ頭新駅（羽田空港直結）、ロープウェイ、海中遊歩道（水族館トンネル）

水際公園（山下公園のふ頭への拡張）+桜並木（シドモア桜植樹プロジェクト）

② MICE グローバルMICE都市の推進 大規模国際展示・会議場（常時保税展示可能+港湾物流機能と一体化）

大規模スポーツイベントの誘致・開催支援 観戦型スポーツイベント誘致（各種格闘技（プロレス等）、F1興行等）

市民参加型スポーツイベント企画（マラソン、トライアスロン、マリンスポーツ等）

グランピングサイト

③ 食と農 「横浜農場」の展開（地産地消の推進） 植物工場（ふ頭内・近隣地域への安定供給、災害時の食料自給力維持・向上）

市場機能（直販+山下ふ頭内飲食施設向けサプライチェーン）

給食センター（近隣教育機関・企業等への供給）

食育イベント（横浜の地産地消）

週替わりグルメイベント（和食、世界の郷土料理）

世界の酒蔵（テイスティングイベント、レストラン持ち込み可、世界の生産者と繋がる場）

屋外BBQガーデン

④ 文化・教育 文化芸術施策の推進 屋外コンサート企画

ドライブインシアター、海上シアター

生徒・学生向け常設展

⑤ 医療 市立メディカルセンター（港湾医療・検疫・緊急事態時野戦病院）

市大医学部＋医薬開発メーカー 共同研究拠点（シナジー+イノベーション創生）

ワクチンセンター（医療品配給センター）

⑥ 防災 Zero Carbon Yokohama の実現 水素エネルギーセンター（発電所）

EVシェアリングサービス＋EV充電施設、ふ頭内EV循環バス（自動運転）

ベイバイクポート拡充

新物流施設（グリーンエネルギー、LED）

⑦ 新事業開発 イノベーション創出 スタートアップ実証事業推進サイト

・ウィルス対策空調システム

・日展協他コラボ（重機・建機展トライアル、コンテナ型ホテル、各種イベント等）

村人案（YHR、市民Gから）の具体例

出所： YHR事務局作成
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9

開発概略スケジュール

開発に関わる村人

出所： YHR事務局作成
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10

国際展示場 客船ターミナルコンサート会場 SDGs
エネルギーセンター

日本展示会

協会

協会傘下
会員企業

国内外
顧客・企業

客船

D Cruise 
Line等

ラグジュアリー
クルーズ船

芸能・芸術
関連企業

コンサート
企画・広宣

スポーツ
興行

山下ふ頭全体
地域熱電供給シ

ステム

給食
センター

植物工場

ワクチン
センター

災害緊急時
電力供給

横浜市内
近隣エリア

水素供給

総合物流センター（ラスト１マイル/ 宅配）

【YHR・横浜港運協会会員店社（横浜港湾人）】

新事業体

電気 冷暖房

YHR ビジネススキーム

出所： YHR事務局作成
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11

山下ふ頭開発事業に関る事業者

客船ターミナル

コンサート会場

SDGs
エネルギーセンター

一括事業体

国際展示場

ワクチンセンター

給食センター

植物工場

日本展示会協会・加盟店社
見本市関連事業者

客船事業者・船会社

山下ふ頭テナント
ホテルなど山下ふ頭全体＋α

芸能・芸術関連事業者

イベント企画事業者など

横浜市所在の事業者を優先して
市税増収を図る

← 村人・港湾人を主体に形成

出所： YHR事務局作成
393



V. 目的と目標（WHY） 

山下ふ頭の再開発は横浜市にとって、日本にとって、世界に

とって非常に重要なこととなります。従って、不用意に公募し

て急いで行うべきではないし、むしろ、一歩下がって状況をよ

く考慮して、今後どのようなことが懸念され、どのような社会

構築を目指すのか、など様々なことを熟慮したのち、方向性を

徐々に絞り込んでいかなければならないと考えます。開発に着

手する前にどれだけ考えを入れ込むかで山下ふ頭の再開発の成

否がかかっています。本章では、何故、山下ふ頭を再開発する

のか？から始めて、目的・目標を具体化する方策を明確に致し

ました。 

また、冒頭の第 1 章のはじめにで、指摘させて頂きましたよ

うに、世界・日本において克服しなければならない課題が下記

のように、6 点ほどあります。山下ふ頭の再開発において、これ

らの課題克服こそが、大きな目的となり目標となります。 

 

① 我が国の急激な貿易赤字の増大 

② 地球温暖化、気候変動対策としての SDGs 対策の急務 

③ 紛争等によるエネルギー、食糧不足 

④ 物価高騰、インフレ発生 

⑤ 大災害への準備 

⑥ コロナ禍への注意継続 

 

 

1. 横浜港の栄光の歴史                                 1～3 

そもそも横浜港とはどのような歴史を持っているのか、反

芻して歴史認識をしなければなりません。歴史を知ってこそ

未来の開発を行うことができるものと考えます。安政 6 年開

港以来 164 年の栄光の歴史を持つ横浜港、日本を代表する港

です。 

従って、世界に対して恥ずかしい開発はできません。開発

の根底となる観念として、「畏怖、誇り、尊厳、模範、牽引、
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先輩への尊敬など」が必要となってきます。近年では、横浜

港は国際コンテナ戦略港湾として首都圏で代表する港として

国から選択されています。また、世界銀行の世界コンテナタ

ーミナルの調査では、昨年は世界一位、今年は 10 位とトップ

クラスの港として認定されています。世界のリーディング港

なのです。 

 

2. みなとみらい開発の反省                                4 

翻って、1970 年以降、現在のみなとみらい地区の開発が始

まりましたが、土地所有者が複雑に入り組んでおり、計画立

案が二転三転したが、再検討するとして当時、八十島委員会
（※１）が設置され、当該委員会で開発の方向性が決定されまし

た。遺憾ながら、当時の委員会の方向性と現状とでは大きく

乖離して、当初計画された骨子は受け継がれませんでした。

現在のみなとみらいは、ある程度の開発は行われ、知名度も

上がり、集客性も上がりましたが、元来のあるべき姿からは

程遠いものになっていると感じます。広域の都市開発は困難

を極めますが、山下ふ頭は市街地区から切り離されており、

一括開発可能な土地です。一括開発して統一的なトーンの開

発の方向性が好ましいと考えます。 
※１：田口俊夫、「横浜みなとみらい 21 中央区における開発方式の時系列的分析」 

日本建築学会計画系論文集 第 82 巻 第 735 号 1175‐1185，May, 2017 

 

3. IR/カジノ事業推進蹉跌の反省                           5 

164 年に亘る横浜港の歴史を振り返るだけでも、この伝統あ

る横浜港で「博打場」など開帳してはダメなことくらいわか

りそうなものでありますが、2 年間 IR・カジノ誘致をめぐる

死闘を繰り広げました。全く無駄な抗争だったのだと深く反

省して頂きたいと思います。やってはいけないものに手を出

してダメだという単純なことです。ここで、反省して頂いて

二度とやらないことを誓って頂く事が重要です。反省もしな

いで山下ふ頭の再開発に手を挙げることは許されません。も

う一歩のところで横浜港の行く末を誤ろうとしていたわけで
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すから、大いに反省して、何が起っていたのか詳らかにすべ

きです。 

 

4. 世界・社会を取り巻く懸念事項                          6 

IR/カジノ誘致という最大の危機を乗り越えましたが、世界

を取り巻く情勢、我々の置かれている状況は予断を許しませ

ん。具体的には 6 ページに示したように、①コロナ禍（もう 3

年経過）完全終息していません。 ②ロシアによるウクライ

ナ軍事侵攻（R4.2.24）で世界の不安定化、エネルギー不足を

助長、紛争の長期化で不透明が増しています。 ③円安・物

価高騰で、物不足が起こり、円安で増々食品や燃料価格の上

昇が物価を押し上げている状況です。 ④大災害の到来の懸

念も増大しています。南海トラフ超巨大地震、首都圏直下型

地震、富士山の噴火、大型台風など多くの大災害発生が懸念

されます。 ⑤地球温暖化の悪影響が世界を覆いつつありま

す。そこで SDGs 対応、水素利用の促進は喫緊の課題となって

います。 

 

5. 山下ふ頭再開発を哲学する                          7～11 

どのような開発をすべきか？大きな弧の課題に対応するに

は、先ず哲学的に考えることが重要となります。そこで我々

は新進気鋭のドイツ哲学者であるマルクス・ガブリエルの考

え方を参考にすることにいたしました。前述したように、コ

ロナ禍に止まらず、様々な災禍の発生、世界的な課題に取り

組む必要が出てきています。そこで、これら予測される災禍

を克服するために、山下ふ頭再開発に際して「理性的に哲学

する」ことに致しました。教育、経済、環境、科学、工業、

政治、戦争など様々な要素について、理性という観点で考え

て、合理性を見出すことが重要となっています。唯物主義

（金さえもうかれば良い）から精神主義への転換が求められ

ているということです。 
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6. 哲学して出てくる開発の方向性                     12～14 

我々の哲学的な検討を通して出てきた開発の方向性を 12 ペ

ージに示しました。要するに、山下ふ頭の再開において、

「夢・希望・楽しさを託そう」ということが自ずと目的とな

ります。具体的な目標としては、これを分解して①健全（公

序良俗・環境）②子孫への遺産をしっかり残す③経済をしっ

かりする。この 3 点が大きな目標となります。 

これら目的、目標が明らかとなった中で、これらの目的・

目標が実現できれば、山下ふ頭は自然と更なる高みへ進む。

即ち、「山下ふ頭に行けば、探しているものを見出すばかりで

はなく、偶然に素晴らしい、幸運に巡り合い、発見できる」

ことになるでしょう。英語で、Serendipity を実現できる

場所を形成することが可能になって参ります。 

 

7. 観光哲学                                         15～20 

 本内容は、第 4 章で詳述しましたのでそちらを参照くださ

い。 

 

8. 山下ふ頭再開発アイデアと案出した要素施設         21～24 

山下ふ頭の立地性（インナーハーバー域に所在し、アウタ

ーハーバー域と隣接しており、両者の利点を同時に生かせる

場所であることを勘案して考察していたところ、日本展示会

協会の方から、山下ふ頭で①国際展示場を有して欲しい旨の

申し入れに対し、我々の目的である「夢・希望・楽しさ」考

えた場合、②コンサート・イベントの開催も目的に沿うこと

が判明、これも取り入れることといたしました。さらに今後

の地球環境の悪化、SDGｓ・水素を導入した環境に優しいエ

ネルギー供給センターを導入することも取り入れることと致

しました。 
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尚、③SDGs エネルギーセンターを導入することによって、

災害発生時に、緊急事態時に電気供給などを行えるようにし

て災害対策にも応用できることが判明しました。 

 

9. 山下ふ頭再開発による具体的目標                   25～26 

①国際展示場 

②コンサート・イベント会場 

③SDGs エネルギーセンター 

 

上記の三施設を設けた場合の目標を設定しました。これらは

あくまで目標であり、希望でありますが、これらが実現でき

れば、山下ふ頭の再開発は成功致します。これらは実現可能

な範囲で設定していますので、あとは、これらを実現する方

策の確立であると確信しています。 

 

10. 参考資料                                        27～34 
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国土交通省より平成２２年８月「国際コンテナ戦略港湾」に指定された。

1859年7月1日（安政6年6月2日）開港。「安政の開国」による開港五港。

金港（きんこう）の美称を持つ。

関税法施行令上の開港で国際貿易港（五大港）
日本三大貿易港に含まれる。

1858年7月29日（安政5年6月19日）に締結された日米修好通商条約に基づき

1859年7月1日（安政6年）開港（武蔵国久良岐郡横浜村-横浜市中区関内付近）

生糸貿易の中心港として、発展してきた。

運上所（税関）の沿岸に東西の波止場-象の鼻が設けられて貿易が始まった。

明治29年、神戸港は輸入港、横浜港は輸出港として東西日本を代表する港と格付けされた。

国際貿易港として日本の近代化を牽引した。

戦後、1950年（昭和25年）港湾法制定、横浜市が港湾管理者となり国営港湾から市営へとなった。

現在10ヶ所の埠頭と249のバース（岸壁）を有する。

外貿コンテナ取扱個数は東京港に次ぐ国内第2位。

クルーズ客船も寄港数で2003年（平成15年）に初めて国内港湾第1位となって以来、その地位を保っている

安政6年開港以来の栄光の歴史
（畏怖、誇り、尊厳、模範、牽引、先輩への尊敬）

1

WIKIPEDIAから引用

YHR399



明治時代の横浜港

横浜市港湾局HPより転載

2YHR400



3

我々は昭和38年の供用開始以来、54年間この山下ふ頭で血と汗
にまみれながら事業を営んできた山下ふ頭の先住民族だ

（横浜港運協会、神奈川倉庫協会会員など55社が入っている）

YHR401



“みなとみらい”開発は不十分
 乱立した施設

 原案になかった方向へ、無節操な区割り
 オフィス
 マンション
 集客施設（温泉・遊園地・ラーメン・結婚式場等々）

 都市づくりの哲学不在（公募・入札方式が悲劇を生む）

 未だに虫食いの土地

 臨海の利用無し（横浜の魅力半減）

 支える地域共同体・主体の不在

委員会・公募・入札方式の弊害➡山下ふ頭の再開発ではこのような方式を行わない

4

横浜は港が発祥

横浜港ブランドを自ら放棄も同然

スイス・ツェルマットと対照的

YHR402



5

IR・カジノの蹉跌を顧みて
1. IR/カジノ：邪悪、刑法違反、公序良俗に反する事業

2. そもそも、IR/カジノは事業性の検証がなされていない

3. 横浜市民の意見聞かずに開始

4. 山下ふ頭という日本の宝の場所を邪悪な地へ

5. 横浜港運協会から提出の再開発案を完全無視

6. 横浜の利権集団を闇で結集させた

7. トランプ・アデルソンの言いなり

8. 深い考えもせずに、ごり押しして進めた

・

何故IR/カジノは廃絶されたのか究明しておく必要があり、
推進した当事者はけじめをつけるべき

YHR403



④地球温暖化、気候変動

ＳＤＧｓ参加、水素エネルギー導入など

社会を取り巻く重大な６つの不安

⑥消えないコロナ禍

完全に収束していない。新たな変異株出現の恐れは常在

③物価高騰、インフレなど

円安、物価高騰、物不足

②エネルギー、食糧不足

世界の不安定化、エネルギー不足、再生エネルギーへの転換

⑤大災害発生の懸念

南海トラフ超巨大地震、首都圏直下型地震、富士山の噴火、大型台風

6

①急激な貿易赤字の増大

我が国の国力の低下、外貨準備高の急減

YHR404



YHR
7

世界・日本において克服しなければならない不安の解消課題が下記のように、6点ほどあります。
山下ふ頭の再開発において、これらの課題克服こそが、大きな目的となり目標となります。

WHY（何故？山下ふ頭を再開発するのか）

日本の国力衰退
経済不調 経済

環境悪化
電気代・ガス代の高騰

大災害に対する準備不
足、重症化コロナ変異
株などへの対応不足

①急激な貿易赤字の増大

②物価高騰、インフレなど

③エネルギー、食糧不足

④地球温暖化、気候変動

⑤大災害発生の懸念

⑥消えないコロナ禍

環境・エネルギー

医療・防災

＜開発分野＞
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YHR
8

何故、国際展示場か？①
来場者
①仕事
②興味
③出展者
④サポート

国際展示場
（ＩＥＣ）

山下ふ頭に
来なければ
ならない人々

20万人／日の

来なければならない人

宝飾、メガネ、ファッション、雑貨・文具、販促、

コンテンツ、AI/人工知能、ライブ・イベント、教

育、総務・人事・経理、花・園芸、道工具、農業、

食品、新エネルギー、建築、エレクトロニクス、

自動車、フラットパネル、通信・放送・光技術、

素材、製造、医薬・バイオ・医療・飲料、化粧品、

IT、資産運用、その他

あらゆる分野
の展示会

見せたい人
観たい人

企業にとって社員

教育の場

目から鱗の世
界が広がる

異分野の展示
会も観れる

企画開発のヒント
を得る

２５㌶の会場で

中長期常設展
を可能とする

究極のマッチング

横浜市の小中高
生、大学生は入場
無料として教育に
貢献

確実な集客エンジン
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9

企業にとって社員

教育の場

企画開発のヒントを得る

２５㌶の会場で

中長期常設展
を可能とする

何故、国際展示場か？②

新製品開発

マッチング
輸出品の販促

経
済
安
全
保
障

成
長
戦
略

確実な集客エンジン

20万人／日の必

ず来る人、インバウンド

おもねて下手に出る
必要のない
集客マーケティング

国際展示場

目から鱗の

世界が広がる

産業全体の
活性化
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新進気鋭のドイツ哲学者 マルクス・ガブリエル

世界的不安を見据える

世界に蔓延する
大きな6つの不安

11

これら不安を解消する手段とし
て導入する施設を合理的に決定

合理性＝

理性

科学 経済
政治

教育

NHK BS1 スペシャル「シリーズコロナ危機 「マルクス・ガブリエル 精神のワクチン」を参考
YHR409



12

山下ふ頭の開発の在り方

いろいろな案をこれからも提案させて
頂き、横浜市民と一緒により良い案、
納得する案を作り、山下ふ頭の再開発
を推進して行きます

NHK BS1 スペシャル「シリーズコロナ危機 「マルクス・ガブリエル 精神のワクチン」を参考
YHR410



コロナ・パンデミックは

科学だけでも
政治だけでも

13

精神のワクチン＝哲学

が必要になってきている

具体例としてコロナ禍を見据える

NHK BS1 スペシャル「シリーズコロナ危機 「マルクス・ガブリエル 精神のワクチン」を参考
YHR411



重大な懸念事項が人類に強いる課題

唯物主義

14

哲学する

思考

物質世界

思考

NHK BS1 スペシャル「シリーズコロナ危機 「マルクス・ガブリエル 精神のワクチン」を参考

世界的不安を見据える

YHR412



ドイツ観念論：
物という対象は思考との関わりなしには存在しえない

15

理性的に哲学する
（政治・経済・科学・・・など考慮して）

NHK BS1 スペシャル「シリーズコロナ危機 「マルクス・ガブリエル 精神のワクチン」を参考

世界的不安を見据える

YHR413



日本・横浜の“宝”大事に利用する

16

 健全（公序良俗・環境）
 子孫への遺産
 経済をしっかりする

夢・希望・楽しさを
託そう

YHR414



山下ふ頭再開発の考え方・哲学

夢・希望・期待・楽しさを抱ける場所
 安全・安心で、しかも人がたくさん来て遊べる場所

 伝統・文化を感じることのできる場所

 我が国らしい臨海部の先進事例となる場所

 製造国日本、最先端技術・科学を世界に知ってもらう場所

 新しい貿易の形態をとり続ける場所（横浜港らしさ）

 是非また来たい場所、付加価値を生む場所

 孫子に自信をもって行かせる、次世代につながる場所

 新たな横浜港・山下ふ頭ブランド・プライドの創生

 横浜市民が誇れる場所、市民に親しみ深い場所

 横浜市行政への健全な財務改善に寄与する場所

 24時間でなく、環境に調和した憩いを感じられる場所

 意味・哲学を感じられる、深謀遠慮の場所 17YHR415



18

※ 人間が豊かに生きていくためには、特定の共同体にのみ属する「村人」でもなく、

どの共同体にも属さない「旅人」でもなく、基本的には特定の共同体に属しつつも、と

きおり別の共同体も訪れる「観光客」的な在り方が大切だ

山下ふ頭の開発は、村人（市民・港湾人）が責任を持って、観光客（目的を持ってき
た人）に満足してもらう仕組みを作ること

「観光客の哲学」東浩紀（あずま ひろき著

責任を持って当たる
地元が大事

基本的に無責任

その場所に興味が
あって来ている

村人（当事者）

旅人（部外者）

観光客

３
つ

の
区

分 山下ふ頭再開発
を

哲学する

Wikipedia から引用

YHR

山下ふ頭再開発を哲学する
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観光
※ 人が本来だったら、行くはずのないこところに
行き、会わないはずの人に会い、考えないはずの
ことを考える。自分が本来、やらなくてもいいはず
のことをやってしまう機会が「観光」だ

※ 人類連帯はデモのような やみくもな動員では
なく、郵便物の誤配のような予期せぬ出会いの集
積で作られる

英語：serendipity◆別のものを探しているときに、偶然に素晴らしい幸運に巡り合ったり、素晴らしい
ものを発見したりすることのできる、その人の持つ才能。

YHR

「観光客の哲学」東浩紀（あずま ひろき）著

※「観光客の哲学」東浩紀（あずま ひろき）著

417



① 夢・希望・期待・楽しさ、安全・安心、伝統・文化

② 臨海部の先進事例、新しい貿易形態を意識した展示会・見本市

③ 製造国日本、最先端技術・科学の展示

④ 健全、ブランド・プライドの創生、市の財務改善

⑤ 非24時間、環境に調和、憩い

⑥ 意味・哲学、深謀遠慮の場所

山下ふ頭の基本哲学

 IR・カジノとは正反対の世の中のためになることを標榜する
 F1は最先端の車の技術を競う世界最大のイベント、自動者立国日本が本格的に

取り組むべき課題F1の招致により、自動的にF2/3、FE（電気自動車のF１）が来る
 F1グランプリ開催時に合わせて国際展示場で、東京自動車ショー、自動車技術

展、自動車部品展の開催で相乗効果となる
 日本発の自動車産業育成イベントの考案などが考えられる

日本文化の観光 製造立国の再構築 展示場で新貿易 子供たちを育てる

20
YHR418



山下ふ頭に来たら？

21

別のものを探しているときに、偶然に素晴らし
い幸運に巡り合ったり、素晴らしいものを発見
したりすることのできる場所としたい

国際展示場・コンサート

serendipity
YHR419



横浜港の開発は2地区に分けて考える

物流
（国際貿易）

観光
（人）

国家戦略港湾
国際コンテナ戦略港湾

22

市民の憩い、観光、
イベント、集客

山下ふ頭の再開発ベ
イ

ブ
リ
ッ

ジ

横浜港

インナーハーバー域アウターハーバー域

世界一となった 世界をリードする開発へ

YHR

① 南本牧
② 本牧
③ 新本牧
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開発要素施設

3施設

要素・中核施設 概要

国際展示場
日本1位、世界10位程度を目指す、展示会を開催する日本展示会協会と共同で開発し、展示
者側のニーズを最大限に取り入れた施設設計するブースの建て壊し、展示物の搬出入、電
源・光源などの使い安さを建築前に整理

コンサート会場
集客7万人規模と日本一を目指す。世界では大規模集客コンサート会場が主流となっている。
ただし、大規模になればなるほどコンサートなどイベントの開始時、終了時の混雑緩和策を予
め対策取る必要がある

SDGｓエネルギーセンター
水素を核にしたSDGｓ総合エネルギーセンター、水素の受け入れ施設、貯留施設、ガスタービ
ン利用した発電・冷熱・温熱供給センター、山下ふ頭核施設をカバーするばかりではなく、緊
急時・災害時には市内への供給も可能にする。国家プロジェクトとして実証実験からスタートし
て、実導入前に不具合を解消する

ディズニークルーズ・関連施設
テーマパークでなく、映像館・グッズ販売等、ディズニーと合意できればいろいろなアトラクショ
ンの導入を考える、また浦安TDKとのお客さんの海上交通網整備も考慮に入れる

中長期滞在型ホテル
中長期滞在型の部屋数を多くして、良質の来客を目指す。国際展示場と協同して、展示場に
来る特に外国人に中長期滞在して頂く。海外からの客にはワンストップ日本観光案内所（仮
称・ふ頭内）で総合案内できるようにする。スイス・ツェルマットは200万泊が実現している

新総合物流施設センター
展示場物流運営、商談成立貿易、市内ラスト1マイル戸配物流などの総合施設。物流の専門
でわる横浜港湾人が担当し、これまで山下ふ頭で50年間培った物流ノウハウを提供サービスし
ていく

給食センター
植物工場、市場からの新鮮食材を利用した給食センター、調理に使う熱エネルギーは併設の
SDGｓエネセンターから供給してもらう。特に横浜市近隣の学校にピストン輸送で供給可能に
する

植物工場
SDGｓエネルギーセンターからの電気、冷暖房を利用した最新植物工場、出来た新鮮野菜を
市民へ、給食センターへ供給。オランダの植物工場はドイツ、オランダ、フランスなどにも輸出
出来るくらいコスト・品質で優れた野菜を植物工場から輸出している

ワクチン等医療品保管・配給センター
SDGｓエネルギーセンターからの電気、冷暖房を利用したワクチン保管・供給施設。熱的には
零下250℃の液体水素のガス化じの冷熱利用が可能となり、エネルギー使用量が極端に少な
くなる
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 健全（公序良俗・環境）
 子孫への遺産
 経済をしっかりする

夢 ・ 希望 ・ 楽しさ

国際展示場

新物流施設

植物工場

給食ｾﾝﾀｰ

ﾜｸﾁﾝｾﾝﾀｰ

水素ｾﾝﾀｰ

ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ

滞在型宿泊

ｺﾝｻｰﾄ会場

24

山下ふ頭開発における考え方の整理

YHR422



一体開発の具体的目標

25

各施設 摘要 目標 単位

国際展示場 世界ランキング１０位程度 25 万㎡

宿泊者数
展示会来訪者、コンサート、そ

の他
300 万人／年

展示会来場者数
東京ビッグサイト実績

１４００万人/年
4,000 万人／年

コンサート他 コンサート会場：７万人 1,000 万人／年

4

展示会 2

コンサートなど他施設 2

直接経済効果
東京ビッグサイト　オリンピック経済

的損失額は概ね1～5兆円と試算 3 兆円／年

市税増収総額
IR/カジノの試算が
1,200億円/年程度

1,500 億円／年

万人／年雇用者数 
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D‐クルーズ

国際展示場

ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾝｻｰﾄ会場

中長期滞在ホテル

山下ふ頭歴史記念館

26

給食センター

水素ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

植物工場

ﾜｸﾁﾝｾﾝﾀｰ

YHR424



スイス アルプス ツェルマット
理想的な観光事業、方策が重要な参考となる

YHR 27

ツェルマットと山下ふ頭では、おかれている自然条件が全く異なるが、
ツェルマットで実行されたノウハウ（方法）は山下ふ頭を再開発する上で
重要な参考となる
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スイス アルプス ツェルマット

YHR 28
28
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スイス アルプス ツェルマット

YHR 29

ツェルマットにはカジノができるホテルがあるが、カジノの規模は小さい

29
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再開発の教科書:スイス・ツェルマット
 スイスは、観光資源以外に目立った産業がない
 観光産業に対する真剣な行動
 外国人観光客に提供する「非日常」➡「異日常」
 ツェルマット：秀峰マッターホルン 4,000ｍ級アルプスに周囲を囲まれ

た世界一の“山岳リゾート”
 人口: 5,700人
 年間 200万泊を実現 部屋数：7,000 ベッド数：22,000

秘訣・理由

その秘訣は何なのか？？？？

この地に住む人たちが地域に対して愛着と誇りを持ち、心から楽しく豊かに暮らしているから
アルプスの自然景観にしっくり溶けこんだ家並みと窓辺に飾られた季節の花々、いつも清掃され
ている清潔な通り、静寂な空間、様々なスポーツやアクティビティを楽しむ地元の老若男女
この地に根差した生活様式、独自の食文化、季節ごとの行事、その地の環境が育んだ産業
5つ星：グランドホテル・ツェルマッターホフ➡1853年開業
外資の資本受け入れには慎重
国自体をブランド化➡高品質、これまで手間暇かかっているYHR 30428



ツェルマットの成功の仕組み

31

地元地域経営組織（ブルガー・ゲマインデ（BG））

市民・住民

地元地域の共有財産（山岳、森、放牧地など）の維持管理

地域全体の経済的な価値を高め、収益性を向上させる役割

ブルガーゲマインデが100％出資したﾏｯﾀｰﾎﾙﾝｸﾞﾙｰﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ㈱は、

地域を代表する民間企業として多くの事業を展開している

多くのフラッグシップホテルを経営

さらに、地域の観光産業への労働力の提供ビジネスも行っている

ブルガーゲマインデが地域振興のカギ、特に清掃、ごみ対策、トイレ管理

地域全体の利益優先 長期的な視点 大切な地域の人材
YHR429



横浜港における観光リゾートの
基本的考え方

 ツェルマット： 年間 ２００万泊を実現
 ブルガー・ゲマインデ（地域共同体）が全ての骨格
 観光は総合産業、公募で生まれたのではない
 地域人➡その地域に密着・愛着がある
 外資の受け入れには、非常に慎重
 観光地として発展➡目的：地域が良くなること
 地域共同体が主体、行政が支援

➡港湾人が主体となって横浜市が支援する姿

 IR法案は地方自治体が主体で事業者公募
 負の面は、地域人が主体で解消することが肝要

➡負の面：ゴミの持ち込み、トイレ、犯罪の持ち込み、地域がしっかりとして
いないとこれらの処理が不能となる

YHR 32430



山下ふ頭再開発の方向

横浜港は港湾人を主体とした地元密着

（港の地域共同体ブルガーゲマインド）で
世界の先端を行く山下ふ頭開発を実現し、事業として成

功させる。

民案民設民営方式で行い、

我が国の観光産業の中核となり、国際ビジネスを核
として観光・貿易ハブを形成する。

33YHR431



YHR 34

東京ディズニーランド
（入園者数：3,000万人/年を超える）

㈱オリエンタルランドが民設民営
1960年 京成電鉄 川崎千春氏浦安沖を埋
立て、東洋一の大規模遊園地
京成電鉄、三井不動産、朝日土地興業

ディズニー本社に掛け合って、誘致
浦安に命を懸けた、村人がいた

当初は電車の線路も駅もなく、交通不
便な場所であった（観光マーケティン
グ、哲学があった）

「夢と魔法の国を、探検する」

成功のカギ
① 変質狂的な主導者・地元にかける

② 行政主導ではない

③ ましてや、公募など発想すら無かった

観点
 国内からの客が主
 上海ディズニーは失敗
 海外からの観光客をどうとらえるか
 ＴＤＬは臨海部の必要性なし

東京ディズニーランドの成功と観点
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VI. 目標を達成する方策としての 

「山下ふ頭再開発の基本的考え方」 

（HOW (How to accomplish the purpose)） 
山下ふ頭の再開発をどのように行うか。基本的な考え方が重要に

なって来ます。一般的には新規事業を企画する場合、企業活動の中

では 5W2H 手法（WHAT, WHEN, WHERE, WHO, WHY, HOW, HOW 

MUCH）を用いて実施する場合が多い。何故ならば、この 5W2H に

は全ての要素が入っているからであり、企画事業を計画する場合、

前もって考えておかねばならない必要十分な要素が揃うからです。

このように 5W2H 手法はビジネス界では広く利用されていますの

で、今回の開発事業提案において、先ず用いた手法です。さらに、

新規事業計画を企画する場合、要素解析を行った後、出てきたアイ

デア案を取捨選択して、一つひとつ積み上げていく Forecasting 手

法があり、これも一般的に用いられています。一方、全く新しい企

画を計画する場合、最初に理想を掲げ、そこから逆算するという

Backcasting 手法もあります（添付資料の 6～8 ページ参照）。この手

法も用いてバランスよく企画を進めることが重要です。これらの手

法を用いて今回開発事業案を作成致しました。 

 

1. ５W２H 手法の導入による事業提案の具体化              1～8 

上記の 5W2H 手法を具体的に山下ふ頭再開発事業の企画立案を

行う場合にどのように適用させてかについてダイヤグラムで模式

化した図です。特に 2 ページに示したように、山下ふ頭を開発す

る際には市民の意見を広く聞くことから始め、様々な意見を収集

した後アイデアを集約していく作業が必要です。 

集約に関しても、どのように行うかについて、それぞれの立場

の関係者とよく議論しながら進めることが肝要です。そこでどの

ような委員に参加して頂いた方がいいかも含めて、いろいろな意

見を聞きながら開発委員会を形成するのが良いです。そこで委員

会からどのような開発が良いのか、方向性を一致して頂ければと

思います。 
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2. これまでの実証事業の実績                             9～19 

10 ページに示しました様に、これまでの数年間、我々は様々

な実証事業を挙行して参りました。コロナ禍の影響を受けたイ

ベントを除いて、山下ふ頭の集客力の強さは群を抜いていまし

た。イベント類は成功率が非常に高いことが実証されていま

す。今後も、山下ふ頭の暫定利用可能区域を活用して、様々な

実証事業を手掛けたいと思います。下記に具体的な実証事業計

画を示します。 

 

3. 実証事業を行いながら精度向上化                      20～60 

さらに本提案の大きな特徴は、開発事業を成功させるために、

できるだけ、大型の開発案件（①国際展示場 ②コンサート・イ

ベント会場など）に関しては事前にサンプルとして実証事業を実

施して、メリット・デメリットを整理して、成功すると思われる

事業について実際の開発事業に結び付けていくことを企画致しま

す。そうすることによって大きな投資のリスク回避を行うことが

可能となります。下記に具体的にどのような実証事業を行うか記

します。 

① 国際展示場実証事業案                          20～27 

山下ふ頭は現状、保税区域となっており、この特徴を生

かすことも可能な状態です。国際展示場の設置を成功させ

るためにはこれまで、国際見本市などで、実現できていな

かった、日本の技術が評価されている大型の車両、重機・

建機などの大型・重量機械類があります。これらは現状、

日本では大きな国際展示会は開催できていません。理由

は、大型機械類の輸送、搬出入ができる展示会場が物理的

にないからであると思われます。山下ふ頭では海上輸送に

も対応できますし、大型・重量の機械類を置く場所もあり

ます。これらのメリットを生かし、関係者と連携しながら

実証事業を開催致します。 

海外では既に大型の列車、クレーン車などの国際展示会

が 20 ページ以降に示しました様に開催されています。 
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② 換気システムの開発実証事業                     28～35 

観客数万人クラスの大型のコンサートを開催する際、今

後、最も留意しなければならないのは、コロナ禍対策であ

ると考えています。これまでのところ、人ごみにおけるコ

ロナ禍対策で施設側ができるのは、アルコール消毒、体温

検査、場合によっては PCR 検査に限られており、残念なが

らこれらの対策は大きな効果を期待できるものではありま

せんでした。最近、COVID-19 の性状が科学的に解明される

につれて明らかになってきたのは、人混みにおける最大の

有効な対策は換気であることが判ってきました。そこで、

最も簡便で換気能力のあるイベント空間を創出する実証事

業を企画計画致します。現状で弊協会として考案している

換気システムを 34～35 ページに示します。この換気システ

ムが実現しましたら、山下ふ頭だけではなく、広く応用が

利くことになります。 

 

③ Disney Cruise Line 試験誘致                      36～60 
IR/カジノ誘致が廃絶になりましたので、これから Disney

さんと会話して、山下ふ頭で何ができるかについて協議を

始めたいと考えています。IR/カジノ誘致が本格化する前、

また、コロナ禍で海外クルーズが縮小する前は、Disney さ

んは Disney Cruise に熱心でした。コロナ禍の影響が縮減し

た時点で、山下ふ頭に Disney Cruise を誘致する可能性を探

っていきたいと思っています、 

何故か。 

それは Disney さんの目的と我々が持たねばならない目的

「夢・希望・楽しさ」と共通しているからです。同じ目的

を持っているならば自然に協業できるはずです。 
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1

山下ふ頭開発の順序・手順
地元の村人の考え

横浜市民の考え

地元専門家を交えて具体案を昇華

地元事業者優先で事業推進チーム組成

（横浜市内への経済波及効果アップ最優先）

山下ふ頭開発事業計画

市民意見集約・決定

出所： YHR事務局作成
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2

市民の意見を広く遍く聞き、様々なアイデア提案募集

横浜市が行政として山下ふ頭開発を進める

HOW（どのように開発するか）

繰り返しアイデアを公募・議論、深化・収斂

全ての横浜市民 YHRなどの港湾人

関心ある人々市民・法人提案者

グローバルなベストプラクティス研究、委員会組成、
山下ふ頭の将来あるべき姿・実現性高い構想を描く

意
見
交
換

横浜市・市民・港湾人などが主体的に最終案を決定する

横浜市行政:IR/カジノ事業推進失敗の反省によるけじめが必須

出所： YHR事務局作成
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哲学・理念

YHR・村人
アイディア
企画・立案

アイディアの具現化
（夢の実現・課題解決）

“山下ふ頭に何が見える？”

山下ふ頭開発­民案立案

藤木幸夫会長の想い
「夢・希望・楽しさを託そう！」

港湾人・村人ならではのアイディア
横浜市民の期待、市の課題解決

具体的なソリューション案

3
出所： YHR事務局作成
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再開発構想成功の要諦

4

市民による市民のための再開発

・2021年12月23日発表の横浜市事業提案公募は
事実上撤回、白紙からのスタートとする

・市民が主体的に再開発案の策定に関わり、
しっかりした基本的考え方・概念を共有する
⇒市民意見交換会の開催は評価できる手法、
継続的な定期開催・コンセンサス醸成が必須

・地元代表者・有識者等委員会は、市民意見を
ブラッシュアップする為の支援者であるべき

出所： YHR事務局作成
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横浜市第二回目公募・市のスケジュール

5

公募という名の談合

東京オリンピックの
大問題

特定企業による
事業独占・利権

オリンピック組織委員会

委員会は罪悪の温床
となる可能性

横浜市頒布パンフレットから抜粋
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都市開発：目標設定の２つの方策

6
出所： YHR事務局作成

441



7

山下ふ頭再開発 創造的思考法

社会像

時間軸

未来像
（ありたき姿）

プランB

プランA

高みを目指す

現在 Forecasting

Backcasting

10～20年先 30～50年先
出典： 山縣宣彦氏 『新しい「みなとづくり」と「みなとまちづくり」の展望』より引用、YHR事務局構成

（一般財団法人みなと総合研究財団理事長/港湾 Vol.99 June 2022（公益社団法人日本港湾協会刊））
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ＹＨＲ流ハイブリッド型創造的思考法

8

国際展示場

コンサート会場

SDGs
エネルギーセンター

社会像

時間軸

未来像
（ありたき姿）

現在 Forecasting

Backcasting

10～20年先 30～50年先
出典： 山縣宣彦氏 『新しい「みなとづくり」と「みなとまちづくり」の展望』より引用、YHR事務局再構成

（一般財団法人みなと総合研究財団理事長/港湾 Vol.99 June 2022（公益社団法人日本港湾協会刊））

山下ふ頭の開発
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10

ＹＨＲ これまでの実績
日程 名称 主催 コーディネーター 動員（人）

1981年～ 横浜マラソン 横浜マラソン組織委員会

1953年～
（毎年5月3日）

ザよこはまパレード
（国際仮装行列）

国際仮装行列実行委員会
横浜商工会議所

神奈川県／横浜市

360,000
(2019)

2012年～ 横浜スパークリングトワイライト

横浜スパークリングトワイライト
実行委員会

横浜市／横浜商工会議所
横浜港振興協会／横浜観光

コンベンションビューロー

630,000
(2018)

2019年５月～ ランバイク（練習） 横浜本牧レーシングチーム

2019年7月14日
ドーベルマン
インフィニティ

ＬＤＨ
（エグザイル）

Yokohama
Harbest㈱

10,000

2019年12月15日 雑誌『CLUB HARLEY』 株式会社枻出版社
Yokohama
Harbest㈱

10,000

2020年12月
～

2023年3月

GUNDAM FACTORY YOKOHAMA
（実物大・動く）

㈱バンダイナムコ
ホールディングス

㈱電通

2021年３～9月 居酒屋エグザイル ＬＤＨ
Yokohama
Harbest㈱

2022年1月1日 中区消防出初式 横浜市中消防署

2022年5月14～15日

ワールドトライアスロンシリーズ
ワールドトライアスロンパラシリーズ

（2022/横浜）

世界トライアスロンシリーズ横
浜大会組織委員会

2022年5月20～22日
クラシックジャパンラリー2022

横浜 Y163
一般社団法人

クラシックジャパンラリー
Yokohama
Harbest㈱

2022年6月2日 横浜開港祭2022 横浜開港祭協議会

2022年6月5日
ランバイク

（練習のドローン空撮）
横浜本牧レーシングチーム

2022年6月18日
横浜スパークリングトワイライト

（花火のドローン空撮）

横浜スパークリングトワイライト
実行委員会

横浜市／横浜商工会議所
横浜港振興協会／横浜観光

コンベンションビューロー

出所： YHR事務局作成
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11

山下ふ頭暫定期間 利用の現状

11
出所： YHR事務局作成
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12

EXILE TRIBE STATION IN 
YOKOHAMA（２０２１）

出所： YHR事務局作成
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13

横浜ランバイク協会 練習会

出所： YHR事務局作成
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14

横浜中区消防団出初式
（2022）

出所： YHR事務局作成
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15

ガンダムファクトリーヨコハマ WINTER 
ILLUMINATION 2021

出所： YHR事務局作成
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16

２０２２年１月１日 花火

出所： YHR事務局作成
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17

第７０回ザよこはまパレード開港記念
みなと祭国際仮装行列

出所： YHR事務局作成
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18

2022ワールドトライアスロン
パラトライアスロンシリーズ横浜大会

出所： YHR事務局作成
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19

CLASSIC JAPAN RALLY2022
YOKOHAMA

出所： YHR事務局作成
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輸出者 輸入者

商品の紹介・仕様・品質等の確認
価格交渉・取引契約・スケジュール

山下ふ頭
国際展示場



保
税
地
区



岸
壁
・
直
接
荷
役

その場で直接交渉、即決

国際展示場のある港－新モデル 参考

20出所： YHR事務局作成
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21出所： SNCF Trains Expo HPより

海外で開催の列車の展示会
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22
出所： SNCF Trains Expo HPより

海外で開催の列車の展示会
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23

実証実験案（大型車両）
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24

実証実験案（大型車両）
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25出所： CONEXPO-CON/AGG HPより （https://www.conexpoconagg.com/visit/exhibitor-directory）

海外で開催のクレーン車の展示会
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26
出所： CONEXPO-CON/AGG HPより （https://www.oashots.com/conexpoconaggpressroom2020/）

海外で開催のクレーン車の展示会
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27

実証実験案（重機・建設機械類）
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28

新型コロナ（COVID-１９）の実態①

コロナは空気感染
（接触感染はわずか）

予防策は
① 不織布マスク
② 換気
③ うがい

リスク高
ウィルスを肺まで吸い込む

手洗いより「うがい」ウレタンマスクは効果ゼロ

１回の咳では感染させるだけの
ウィルス量は出ない

出所： YHR事務局作成
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29

新型コロナ（COVID-１９）の実態②

ワクチン効果無くなる

ワクチン重症化抑える

コロナは変異しまくる

第６波は５波の５倍規模との予想も

医療完全崩壊の可能性
出所： YHR事務局作成
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30

コロナの経済・社会への衝撃波

社会・経済を破壊

工業製品・半導体・各種部
品の世界的不足

物価高
小麦・トウモロコシ・大豆

牛肉・豚肉・サーモン・原油の高騰

自動車・ウォシュレット
などの生産停止

ワクチン製造用の原料
不足

エッセンシャルワーカーの未接種
増々製造できなくなる

物流の停滞

山下ふ頭で改善策を実証
プロトタイプを提示

出所： YHR事務局作成
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31

コロナ禍における開発の困難さ

観光・国際展示場・クルーズ・コン
サートなど、集客しなければならない

しかし
コロナ禍では、人を集めてはならない

（三密の回避）

この180度真反対の二律背反したことを解決するか？
非常に大きな困難が予想される

出所： YHR事務局作成
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32

コロナ禍を克服する山下ふ頭

コロナは空気感染
（接触感染はわずか）

① 不織布マスク

②換気
③ うがい

予
防
策

コロナ・フリー空間の創出

徹底したPCR検査と新型換気システムの開発
出典： YHR考案
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コロナ禍を見据えた新提案

PCR検査

待機場
（待機時間：40分）

山下ふ頭 イベント会場

 ３密回避
 換気付与
 マスク着用
 アルコール消毒
 大歓声不可

 安全距離保持
 食事・アルコール提供
 食事中マスク不要
 会話可
 多人数テーブル可

参加者 スタッフ

陰性者のみ

ThermoFisher製PCR
分析機器

94検体／時間
分析結果－30～40分
価格：350万円／台

出典： YHR考案 33
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34

論理的に徹底した換気の構築

ウ
ィ
ル
ス
混
入
可
能
性
の
空
気

ウ
ィ
ル
ス
無
し
の
空
気

ファン UV－C照射

ウィルスの殺傷方法
① 薬剤→アルコール／界面活性剤（洗剤）
② UV-C（紫外線C波）

出典： YHR考案
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35

換気の例

出典： YHR考案
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Disney Magic（83,338㌧）

Disney Wonder（83,338㌧）

Disney Fantasy（129,690㌧）

Disney Dream（129,690㌧）

Disney Cruise Line

出所： Disney Cruise Line 36
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37

2021年就航

2023年就航

Disney Cruise Line

出所： Disney Cruise Line
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38

Disney Cruise Line

出所： Disney Cruise Line
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Disney Cruise Line

39出所： Disney Cruise Line
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Disney Cruise Line

出所： Disney Cruise Line 40
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Disney Cruise Line

出所： Disney Cruise Line 41
41
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Disneyの新しい取組み

42

米国ロスアンゼルス近郊アナハイム市所在の
ディズニーランド

アナハイム国際展示場
15ha、展示場 7.5ha
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43出所： Disney Cruise Line
43
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44

Port of Yokohama,
Yamashita Warf,
Japan
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46出所： Disney Cruise Line

481



47出所： Disney Cruise Line 47
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48出所： Disney Cruise Line
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49出所： Disney Cruise Line
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50出所： Disney Cruise Line
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51出所： Disney Cruise Line
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52出所： Disney Cruise Line
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53出所： Disney Cruise Line
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54
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55出所： Disney Cruise Line
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56出所： Disney Cruise Line
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57
出所： Disney Cruise Line
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58出所： Disney Cruise Line
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59出所： Disney Cruise Line
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60出所： Disney Cruise Line
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VII. 具体的提案内容・コンテンツ（WHAT） 

本来であれば、目標、目的及び背景となる理由（WHY）、具体的

方策（HOW）、及び主体（WHO）を明確に定め、横浜市民当事者間

で十分に議論を尽くし、方向性を定めた後に初めて何（WHAT）を

検討する流れが順当な方法であります。ここで提案する具体的な提

案内容、事業コンテンツについては、我々が上述の流れに沿って検

討した現時点でのご提案ということで捉えて頂きたいと思います。 

本章では、前章の IV. “WHO”、V. “WHY”、VI. “HOW”にて

ご説明致しました考え方を踏まえ、村人である港湾人、IR/カジノ

に反対した市民グループが、横浜市民の視点で山下ふ頭の再開発に

「相応しいであろう」、「有って欲しい」と考え、検討した結果を示

します。 現状では、具体案として、①国際展示場（特に日本展示

会協会からの強い要望）、②コンサート・イベント会場、③環境に

優しいエネルギーの供給施設を中核として、それらから派生する事

業として給食センター、ワクチンセンター等を以下に列挙して提案

させて頂きます。 

さらに、前章で申し述べた様に、山下ふ頭では、国際展示場を 

主体にコンサート・イベント会場も設けたい考えです。そこでは、

様々な展示会、イベント、コンサートが開催され、来場者のニーズ

に即したビジネスが展開されます。種々なこれらイベントが開催さ

れることにより、来訪客も、ニーズとして欲した対象ばかりではな

く、何気なく見たことに思わぬ発見をして喜ぶ機会も増え、言い換

えれば、Serendipity の世界を創出できるようになります。 

山下ふ頭では、基本事業概念を「究極のマッチングビジネス   

シーンを創造する」ことにしたいと考えています。 

 

1.  国際展示場、イベント会場・コンサート会場   1～35 

我々が提案する基本ビジネススキームの中核施設は①国際展示場 

②コンサート・イベント会場 ③SDGs エネルギーセンターの３施

設です。これが基本形となり、これら３施設に付帯する事業を以下

に列記致します。 
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中でも国際展示場とコンサート会場は相互関係が今後深まるも

のと思われますので、両者についてご説明させて頂きます。国際

展示場について検討に入ったのは、日本展示会協会さんの方か

ら、山下ふ頭の再開発を検討する場合、是非、国際展示場を考慮

に入れて頂きたいとの申し入れがあったからです。本格的に取り

組むには世界で有数な規模感が大事であるとのことでしたので、

当時の世界ランキングで 10 位くらいは目指そうということで、

25 万㎡規模というラインが出てきました。全体の施設としては 

①国際展示場：25 万㎡、②併設の駐車場規模：15 万㎡、③コン

サート会場：7 万人集客規模としています。これらの中核施設は

ハイブリッド型として地下に来場者用駐車場、地下鉄駅（コンコ

ース・ホーム）、バス・タクシーターミナルを、地上階には国際

展示場（低層階）、各種会議室（高層階）、屋上には緑化庭園、植

物工場、ソーラー発電等を検討したいと考えています。また、開

放型の多目的イベントホール（コンサート会場等として利用）も

併設するなど、来場者/主催者の利便性、アクセスの容易性など

総合的に考慮した設計とします。 

 

2.  SDGs エネルギー供給センター（水素を中核とした） 36～44 

究極の環境に優しいエネルギー源である水素を利用すること

を前提に、SDGs エネルギーセンターも中核施設とします。水素

の利用は本格的な普及ステージに至るまでまだまだ時間を要す

る見通しのため、水素が全面的に利用できるようになるまでの

間は、ガス混焼できるタービン発電機などを導入する予定、ま

た、地域冷暖房システムを導入することにより、最大限、環境

に優しくなる様に設計します。特にアウトプット（電気・冷暖

房・温水・冷熱など）の余力は持つようにして、災害発生時、

緊急時に横浜市内近隣エリアに余剰エネルギーを供給できる様

に致します。資金的には国に呼び掛けて、実証事業にしたいと

考えています。国内の重工業関連企業は水素事業開発に力点を

置いており、海外からの水素輸入、国内への荷役、水素貯留施
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設など技術力についてアドバイスを受けながら進めたいと思い

ます。 

 

3. 次世代中長期滞在型宿泊施設（ホテル）                 45 

山下ふ頭を完全に再開発し、大規模国際展示会やエンタメ系

イベントなど各事業が成功したら、ホテルとして 7,000～10,000

部屋を擁するホテルが必要になるであろうと試算しています。

これだけ大型のホテルの是非について、今後議論しなければな

りません。また、周辺エリアの宿泊施設とも連携し、トータル

キャパシティーの拡充、国内外からのトップエグゼクティブ対

応、横浜ブランドのおもてなしなど、オールヨコハマの総合力

も試されることになろうかと思います。 

 

4. 教育施設（エデュケーションセンター）                46 

国際展示場またはイベント会場の一角に多目的ホールを設置

して、地域の教育機関や企業を対象とした常設展を開催、横浜

ユニークな教育施設を設けます。様々な先進的技術を駆使、例

えば、進化型のプラネタリウムや、海に近い立地を活かした海

洋生物観察場など、山下ふ頭ならではのコンテンツを検討して

います。 

 

5. ドローン発着基地                                47～49 

最近の社会ではドローンは最早必需品です。ドローンを利用

して様々なことができるようになります。普段の山下ふ頭内の

撮影、警備用ドローン、災害時に付近の被害状況を鳥瞰的に観

察することも可能です。山下ふ頭は横浜港の中心に位置します

ので、物品の配達にも利用できます。 

 

6. 植物工場・生鮮食料品市場・レストラン            50～54 

SDGs エネルギーセンターからの余剰エネルギー即ち、電気、

冷暖房は植物工場の稼働にとって重要です。オランダの国土面

積は四国ほどですが、野菜工場を本格的に稼働させて、今では
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近隣の農業大国であるドイツ、フランスにまで輸出するくらい

の生産キャパシティーを有しています。山下ふ頭では、SDGs エ

ネルギーセンターから環境に優しいエネルギーを供給します。

収穫した農産物の出荷先としては、山下ふ頭内の飲食施設、給

食センター（市内の公立小中学校、近隣企業などへの給食供

給）、近隣エリアでの市販を考えています。レストランから排出

される食品廃棄物は、家畜用飼料、堆肥、バイオマスエネルギ

ー源として市内の関連事業者へ供給し、食材再利用のエコ（経

済自然環境調和型）循環システム構築に貢献します。 

 

7. F１誘致                                         55～74 

Ｆ１も誘致可能です。まず、山下ふ頭は市内に近く、根本が

細くなっており、ここを交通的に遮断することによって完全な

隔離地区となります。Ｆ１の開催者の立場からの観点では、山

下ふ頭をＦ１誘致可能だったらＦ１コースを設計段階からビル

トインすることが可能となり、この考え方はＦ１でも未経験と

のことでありました。 

日本は先進自動車工業国です。Ｆ１を誘致するか、最有力企

業が山下ふ頭で何等かの日本先導型の自動車レースをはじめる

ことも可能です。この辺りは今後、自動車業界にヒアリングし

ていきたいと思います。 

 

8. 域内自動交通網                 75～90 

山下ふ頭自体、その大きさは一辺 1 ㎞ほどある大きな半島状

になっており、交通アクセス性としては、山下ふ頭の現在の入

り口付近一か所です。観客が入って来るとすると、この根元か

ら入るしかなく、後歩いて目的に行くのは少々困難かと思われ

ます。したがって山下ふ頭域内を手軽に行き来できる自動交通

網の整備を推進します。 
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9. 医療防災拠点誘致                                91～93 

SDGs エネルギーセンターから供給される冷熱（液体水素は 

－250℃）を利用したワクチンを保管するワクチンセンター、 

さらに、津波などの災害時に、強靭性のある施設が災害時に避

難場所となる防災センター機能を持つことができます。 

 

10. 大桟橋との間の海域利用（噴水）            94～97 

山下ふ頭と大桟橋の間の空間（水面）は有効活用出ます。 

ここでは、船の運航などで使用していない期間、超大型の噴水

をイベントで実施することを提案致します。50ｍほどの高さの

噴水を上げることにより、噴水面を利用したプロジェクション

マッピングも可能となります。また。それだけ上げると、みな

とみらいからも見えるようになり、市民の憩いの場ともなりま

す 

 

11. マリーナ併設                                     98 

図に示しました様に、山下ふ頭にマリーナを併設し、   

ヨット、ボート、クルーザーが錨泊できるように致します。 

 

12. 臨海プロムナード                                 99 

山下公園、元町・中華街駅からダイレクトに続くアクセスの

便利な遊歩道を設置、山下ふ頭内を楽しく自由に散歩できるよ

うに致します。 プロムナードにはシドモア桜など横浜らしい

季節を感じることのできる並木を植樹、ウォータフロントには

港の歴史を後世に伝える記念館をはじめ、観光客のみならず、

全ての市民にとっての憩いの場として、年間を通じて海に親し

むことのできる全天候型の臨海公園（マリンアスレチック施設

（SUP、WSF、ダイビング、ペダルボート等））を設けることを

提案いたします。 週末の観光客のみならず、国際展示場など

の中核施設利用者（国際派ビジネスパーソン）、一緒に来日する

家族など、世界中からの幸せな来訪者が 平日もコンスタント

に行き交う魅力的な賑わいの場を創造することにより、地元へ
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の経済波及効果を高め、少子高齢化で懸念される市の財政を将

来に向けて健全化する考えも織り込んでおります。 

 

501



1

世界・日本において克服しなければならない不安の解消課題が下記のように、6点ほどあります。
山下ふ頭の再開発において、これらの課題克服こそが、大きな目的となり目標となります。

WHY（何故？山下ふ頭を再開発するのか）

医療・防災センター

水素エネルギーセンター

国際展示場（ＩＥＣ）

＜社会を覆う不安＞ ＜解決策‐山下ふ頭に導入する施設＞
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2

開発対象分野の絞り込み

日本の国力を再び上げる事
経済を元に戻し、我が国を再
び輸出大国へ導く

経済

SDGｓの導入
水素エネルギー、再生可能
エネルギーの導入実証

大災害に対する準備、
重症化コロナ変異株などへ
の対応策構築

環境
エネルギー

医療・防災

＜山下ふ頭の開発分野＞

医療・防災
センター

水素
エネルギーセンター

国際展示場
（ＩＥＣ）
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3

YHR ビジネススキーム

国際展示場 客船ターミナルコンサート会場 SDGs
エネルギーセンター

日本展示会

協会

協会傘下
会員企業

国内外
顧客・企業

客船

D Cruise 
Line等

ラグジュアリー
クルーズ船

芸能・芸術
関連企業

コンサート
企画・広宣

スポーツ

興行

山下ふ頭全体
地域熱電供給シ

ステム

給食
センター

植物工場

ワクチン
センター

災害緊急時
電力供給

水素供給

総合物流センター（ラスト１マイル/ 宅配）

【YHR・横浜港運協会会員店社（横浜港湾人）】

新事業体

電気 冷暖房

医療・防災
センター
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Serendipity
偶然の出会い
目から鱗の発見
イノベーション

国際展示場を中核としたＨＲの展開
国内

 ビジネスマン
 関係者
 趣向者

海外
 ビジネスマン
 関係者
 趣向者

国際展示場

一流の国際展示会には一流のビジネス
マンが世界から集合する。特に世界を
代表するトップエグゼクティブが中長
期滞在し、将来に向けた新規ビジネス
創生、求められる人財育成の中核的な
役割を担う必須のインフラとなる！

展示会ビジネスが世界のビジネスフロントラインとなっている。この場で大型商談が成立す
るようになってきている。国の先端産業として展示会ビジネスが展開され、主流は20ha越え
の面積を要する会場提供。国の成長戦略として位置づけが明確となっている（法制化）

物・人の交易の場

物・人が集中する
4
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国際展示場を中核としたＨＲの展開
国内外から大勢の人が来る

（年間約 7,300万人以上）

世界からトップエグゼクティブ
をはじめ、多くの影響力のある
人々が訪れる国際交流の場

国際展示場
コンサート

ホール

アミューズメント、各種イベント
（コンサート、演劇、スポーツ
観戦等）に世界中のファンが来訪

関内・横浜スタジアム
横浜中華街
元町商店街 みなとみらい地区 5

地元教育機関・企業等からの
将来の横浜を担う若手人財が
学べる最先端のショーケース
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山下ふ頭再開発ＨＲの要件

国際展示場

大 ホール

中長期滞在施設（ホテル・旅館）

陸・海・空 交通施設（交通センター・観光ハブ）

臨海施設（クルーズ客船岸壁・大型ヨット・海上タクシー・バス）

世界トップレベル
・最高水準の商材
・最先端技術
・教育/ﾘｽｷﾘﾝｸﾞ実践

Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
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国際展示場の事業

 日本の国際展示場は最大の東京ビッグサイト（9ha）、世界で77位

 製造業国：ドイツ・中国は世界トップ3（45ha規模）

 製造業をこれからも標榜するのであれば、製品のショーケースで

あり、将来の人材育成の場である国際展示場の充実が必須

 日本の国際展示場は公設公営➡これを民設民営にする必要

 日本の国際展示場は行き過ぎの仕様（スペック）になっている

 日本の国際展示場は全く不足している。需要に追い付いてない

 例：東京ビッグサイトは向こう3年間、満杯状態

 特に首都圏、臨海部の交通の利便性の高い地区で需要高

 例：「カーエレクトロニクス技術展」毎年1月中旬・3日間開催

宝飾、メガネ、ファッション、雑貨・文具、販促、コンテンツ、AI/人工知能、ライブ・イベント、教育、総務・人事・

経理、花・園芸、道工具、農業、食品、新エネルギー、建築、エレクトロニクス、自動車、フラットパネル、通信・

放送・光技術、素材、製造、医薬・バイオ・医療・飲料、化粧品、IT、資産運用、その他
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国際展示場集客数の想定

8
出所： YHR事務局試算

山下ふ頭を訪れる人数：20～50万人/日
トラック：500～2,000台/日

出展社数は406社
来場登録者数は53,466人
７０の国内外セミナー

JPI）

合計34,330㎡

250,000㎡÷34,330㎡×53466人÷３日

＝129,784人/日

509



状況を変えるゲームチェンジャーが国際展示場

“観光・MICE”マーケティングの考え方
ゲームチェンジャー：国際展示場

逆転の発想：「来なきゃいけない」

通常：「来てもらう」

来場者範囲：20～50万人/日
トラック：500～2,000台/日

基準来場者：20万人/日
「来ざるを得ない」⇒「ビジネスと関係なくまた横浜に来たい」へ
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25万㎡ 展示会場／15万㎡ 駐車場
7万人規模 半屋外集客コンサート会場

ＹＨＲ側の設備投資

10

ＹＨＲ

事業会社
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11

万㎡

万㎡

7万人
コンサート会場
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12

国際展示会・イベント会場

YHR作成
513
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山下ふ頭開発に求めること

カジノ無しでも収益化できるMICE施設へ

令和４年１２月１日

14
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【結論】

日本の展示会産業は

首都圏の大規模展示会場を

渇望しています！

15
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日本は米中の１８分の１、
国土面積がほぼ同じの
ドイツの９分の１。

韓国も日本を超える勢い

根源的
な日本
経済の
ボトル
ネック

16
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なぜ日本で展示会場が増加しないのか？

（出典）主催者・会場などからヒアリングアなど

世界標準 日 本

位置付け
重要な国家施策

（韓国でも法整備）
国家戦略がない
（危機感が薄い）

稼働率
３０％を超えると
次の展示会場を建設

高い稼働率が必要
（初期投資が過大）

行 政
展示会と観光を
統括する官庁あり

縦割りの弊害（経産省
と国交省で別の施策）

出展者がキャンセル
待ちでも展示会場が

増設されない

国内経済成長を
阻害(機会損失)

出展者の
海外流出

17
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外国と日本の見本市,展示会の主な違い

外 国 日 本

主催者 専門の民間会社等 業界団体・政府・新聞社等

形 式 Ｂ to Ｂ型主体 Ｂ to Ｃ型主体

内 容 商談型 (trade show) 新商品告知・セミナー型

展示規模 大 小

位置付け 重要な国家施策 曖昧（国の危機感が薄い）

日本は展示会後進国 潜在的な成長力が大

18
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なぜ展示場不足が問題なのか？

①ＧＮＰ３位の経済規模に比べ展示場総面積は世界に大きく劣後

･･･ ･･ＢＳ14万㎡(世界36位)、幕張メッセ7.2万㎡(同117位)、ｲﾝﾃｯｸｽ大阪7.0万㎡(同123位)

②経済波及効果の高い展示会は資源の乏しい日本の経済再生の切り札

･･･ ･･ＢＳ(8万㎡)効果は都内で直接間接計4,600億円、雇用創出27,000人、都税収100億円誘発

③ビッグサイト満床で新規展示会が開けずに大きな機会損失が発生

･･･ ･･首都圏に大型展示会があれば主催者は選択肢が増え、新規展示会を企画しやすい。

④施工業者が深夜作業を強いられ誘発事故など安全上の問題がある

･･･ ･･余裕のある工程を組めない。業界の人材不足が加速し、働き方改革推進のボトルネック。

地盤沈下の原因？

19
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なぜ大型展示場が必要なのか？

① バイヤーは地方の小規模より首都圏の大規模展示会に来場

⇒ 出展者も小規模展示会を敬遠するので主催者が計画しにくい。

② 高齢化・人口減の内需減退をインバウンド展示会で補う必要性

⇒ 海外出展者やバイヤーを誘致できる保税地区付き大型展示場が不可欠。

展示会来場者は必ず観光とワンセット。横浜市内での消費が増大。

③世界では展示場は必須の社会インフラ（稼働率という概念なし）

⇒ 道路・公園・教会と同じ。展示会以外の多目的なイベントなどに

よる経済波及効果のほか緊急避難地など市民生活の安全弁。

20
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【未来の評価】

我が国が展示会立国・先進国と

称されるまでに発展した原点は

正にＹＨＲ基本構想にあった！

21
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展示会とは何か？見本市がもたらす経済効果

出所： RX Japan株式会社資料より引用 22523



展示会とは何か？見本市がもたらす経済効果

出所： RX Japan株式会社資料より引用 23524



＜見本市の例＞

見本市のアイデアは 無限

ボートショー （カリフォルニア/マイアミ） 国際 消防・救急展 （インディアナポリス）

クリーニング・衛生展 （シドニー）国際 ワイン・洋酒展 （デュッセルドルフ）

出所： RX Japan株式会社資料より引用 24

24
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世界各国が展示会を推進、遅れる日本
（Ａ） 展示会場面積 世界ランキング ビッグサイトは 世界６８位

,

出所： RX Japan株式会社資料より引用 25

25
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東京
２５万㎡

千葉
２２万㎡・

展示会場の増設・新設を、早急に実現すべし！
日本の総面積を、３倍の１００万㎡以上に！

東北
５万㎡

日本海側
５万㎡

中国
５万㎡

北海道
５万㎡

・

名古屋
１０万㎡

大阪
２０万㎡

九州
５万㎡

沖縄
５万㎡

神奈川
１５万㎡

北関東
５万㎡

・

京都
１０万㎡

・・・

日本展示会協会による提言 （２０１４年）

出所： RX Japan株式会社資料より引用 26

26
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１．世界中から多数のビジネスマンが集まる

２．横浜に巨大な経済効果を生み出す

３．横浜港が劇的に活性化する

 展示会参加者はビジネスマン。通常観光客の２倍を消費

 出展製品の搬出入が増加するため、通関業、梱包業、

陸送・海運業、一時保管倉庫業など、様々な産業に定期的、

かつ継続的な売り上げをもたらす

 都心からのアクセス良好、羽田空港から２０分

山下ふ頭に 大規模会場を建設するメリット

 国内有数の観光地であり、滞在地として魅力的

 その結果、宿泊、飲食、交通等の消費額が大幅に増大

出所： RX Japan株式会社資料より引用 27

27
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横浜では、様々な展示会が開催可能

Ａ） 横浜市・神奈川県の優位性

1. 神奈川県の人口は914万人（東京都に次ぐ大人口）。

2. 県内には、京浜臨海工業地帯など、多くの製造拠点をはじめ、企業や国、大学

等の研究所が数多く立地。その結果、毎年、新製品・技術が発表されている。

3. 横浜市や川崎市はライフサイエンスの国際戦略産業特区。

4. 横浜市は環境未来都市として国が指定。

5. 相模原市は国から産業用ロボット開発の国際戦略産業特区に指定。

6. 京浜工業地帯は、日本初の公害防止、環境汚染対策を実施。技術は今も世

界をリード。

また、新素材開発、省エネルギー、水素燃料の多様な活用、上下水道、ゴミ燃

焼技術および各種の海洋産業技術でも国内トップ。

（高度医療、遺伝子工学、生命科学など）

出所： RX Japan株式会社資料より引用 28

28
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横浜では、様々な展示会が開催可能

Ｂ） 横浜市で開催可能な展示会の主要テーマ案

① 省エネルギー・新エネルギー展

② 上下水道、水の浄化・淡水化、

機能性飲料水、ミネラル水などの展示会

③ 新素材及び機能性部品展
（金属、プラスチック、カーボンファイバー、ガラス、防水・防火・

耐火素材、高機能繊維素材など）

④ 国際宝飾展

⑤ 大気汚染防止、CO2削減、資源リサイクル、

ごみ焼却・排熱利用、ヘドロ・汚泥処理等の環境技

術・商品・プラント展

⑥ 高度先進医療、バイオ・再生医学、運動生理学、

予防医学、アンチエイジング関連産業展

⑦ ロボット、生産工学、工作機械展

⑧ 飲食・厨房機器、食品・食材、食品加工機器、

冷凍・冷蔵機器展

⑨ 耐震、免震、各種防水・防火・防炎建材、

高機能住宅、健康住宅展

⑩ 情報、通信、画像処理、画像データ電送システム展

⑪ 海洋産業展

（海底資源探査・開発、潮流／海流調査・通報システム、洋上・潮流

発電、地震予知システム、船舶火災・消火、オイルフェンス、船舶ナビ

ゲートシステム、電気駆動船舶など各種造船、海洋土木、各種養殖技

術・製品など）

⑫ ８都県市産業見本市

⑬ 都市緑化、エクステリア、ガーデニング展

⑭ 介護、身障者支援機器展

出所： RX Japan株式会社資料より引用 29

29
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新会場は、パシフィコ横浜と競合しない
パシフィコ横浜は満杯状態、機会損失は巨大

神奈川新聞が発表した事実

① 展示会場の稼働率 は70%で、

ほぼ満杯

② 主要な予約が、５年先まで

入っている

③ 年間４,０００件の申込みがあっても、
受け入れられたのは１,０００件に
とどまる年もあった

（2012年7月6日付）

出所： RX Japan株式会社資料より引用 30

30
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国際展示場の規模比較

展示場 床面積 ランキング 施設 展示業

東京ビッグサイト 9.7 ha 77 公設 民営

幕張メッセ 7.2 ha 109 公設 民営

パシフィコ横浜 2.0 ha 公設 民営

ドイツ ハノーバー 46.6 ha 1 公設 公営

中国 上海 40.4 ha 2 公設 民営

ドイツ フランクフルト 36.7 ha 3 公設 公営

日本 山下ふ頭 25.0 ha 10 民設 民営

日本
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山下ふ頭に 展示会場を造る！

パシフィコ横浜 ・ 山下埠頭展示場

２大展示会場を持つ

結論

日本最大の

「展示会都市 横浜」 誕生

(３万㎡） (25万㎡）

出所： RX Japan株式会社資料より引用

33
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屋外・屋上コンサート会場

YHR作成
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ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ

国際展示場

ｵｰﾌﾟﾝ･ｺﾝｻｰﾄ会場

中長期滞在ホテル

山下ふ頭歴史記念館

35

給食センター

水素ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

植物工場

ﾜｸﾁﾝｾﾝﾀｰ
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国際展示場

水素タンク（貯蔵）

水素ガスタービン（発電）

大型液化水素運搬船

LNG運搬船

36

SDGs 水素エネルギー供給センター構想

出所： 一般社団法人 日本熱供給事業協会「地域熱供給実例集」、HySTRA社HPより一部引用、YHR事務局作成537
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国際展示場

ドローン基地

イベント・
コンサート会場

植物工場
給食センター

横浜港

水上交通

水素を中核と
したシステム

水素貯蔵基地

発電機

SDGs 水素エネルギー供給センター構想

出所： 一般社団法人 日本熱供給事業協会「地域熱供給」より一部引用、YHR事務局作成538



YHR 実証事業案（水素サプライチェーン）

免振防災型 SDGｓ

水素エネルギー

供給センター

38

ENEOS 根岸製油所
「水素コンビナート」

水素ステーション

水素発電所

出所： HySTRA社、ENEOS社HPより引用、YHR事務局作成 539
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【参考事例】 HySTRA 実証実験

HySTRA社HPより引用 540
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【参考事例】 豪州 水素液化・荷積拠点

HySTRA社HPより引用 541



出所： HySTRA社HPより引用 41

【参考事例】 液化水素運搬（豪州⇒日本）

542
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【参考事例】 液化水素受入基地（貯蔵・荷揚）

HySTRA社HPより引用 543
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山下ふ頭 各種機能

544



44

山下ふ頭 多層階構想による津波対策
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次世代中長期滞在型ホテル

Sea & Event View Spec.
部屋から眺望・コンサートを楽しめる

客室： 7千～1万室規模

45546
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エデュケーションセンター

YHR作成
547
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ドローン発着基地
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ドローン発着基地（事例①）
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ドローン発着基地（事例②）
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植物工場

YHR作成
551



植物工場

51
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植物工場
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給食センター

YHR作成
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54

レストラン

YHR作成
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☆将来に向け、日本が自動車立国を維持、発展させるPJT

☆横浜が当該レース発祥の地として国際的地位を確立する

☆日本の四輪・自動二輪メーカーとコラボ、事業主体を設立

通常は地下に格納し、
レース開催時にのみ
現れるビルトイン方式の
コースを設計・施工（案）

横浜発のオートレース創設(山下ふ頭コース)
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◆モナコＧＰ (シルキュイ・ド・モナコ/市街地コース)

インディ500、ルマン24時間レースと並ぶ世界３大レース

人口３万人の小国にGP期間中20万人の観客が訪れる

モナコ王室を始め、政財界協力による国家的観光イベント

56557



◆シンガポールＧＰ (マリーナ・ベイ市街地コース)

2008年のレースはシンガポール最大の通信企業(シン

ガポール・テレコム)をタイトルスポンサーとして実施

モナコＧＰ同様観光誘致の目玉としている

経済効果は1億5000万シンガポール＄(約100億)以上

 Singapore Grand Prix

マリ ーナ・ ベイ市街地コース

レース情報

周回 61

コース長 5.063 km (3.146 mi)

レース長 308.706 km (191.906 mi)

開催回数 19

初回 1966年

最多勝利

（ ド ライバー）

 セバスチャン・ ベッ テル 
 ルイス・ ハミ ルト ン  (4)

最多勝利

（ コンスト ラクター）

 メ ルセデス  (4)
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◆ Ｆ１グランプリ＆開催スケジュール
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2008年のレースはシンガポール最大の通信企業(シン

ガポール・テレコム)をタイトルスポンサーとして実施

モナコＧＰ同様観光誘致の目玉としている

経済効果は1億5000万シンガポール＄(約100億)以上

◆ シンガポールＧＰ (マリーナ・ベイ市街地コース)
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Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1 Singapore Grand Prix 
60

561



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1 Singapore Grand Prix 61562



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1  Singapore Grand Prix 62563



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1  Singapore Grand Prix 
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Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1  Singapore Grand Prix 
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Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1  Singapore Grand Prix 
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Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆シンガポールＧＰ風景

出所： FORMULA 1  Singapore Grand Prix 66567



インディ500、ルマン24時間レースと並ぶ世界３大レース

人口３万人の小国にGP期間中20万人の観客が訪れる

モナコ王室を始め、政財界協力による国家的観光イベント

◆モナコＧＰ (シルキュイ・ド・モナコ/市街地コース)

67568



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1 Singapore Grand Prix 
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Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 69570



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 70571



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 71572



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 72573



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 73574



Ｆｏｍｕｌａ Ｏｎｅ ◆モナコＧＰ風景

出所： FORMULA 1  MONACO Grand Prix 74575
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広域

広域及び山下ふ頭域内自動交通網

576



まちを楽しむ多彩な交通提案(案) 【概念マップ】

パシフィコ横浜

横浜駅

大さん橋

山下ふ頭

日枝神社

新港
YP9

【海上交通】

【空中水際交通】

中央
卸売
市場

駐車場
ターミナル

①運河、河川における桟橋の整備

②港内、運河、河川の交通網整
備

（横浜運河線）
③ウオータータクシーの運航
④広域海上交通網の整備

⑫ロープウェーの敷設

⑤水際プロムナード
⑥新参道の整備
⑦連結バス運行と交通規制制度化
⑧ＡＲＴ(Advanced Rapid Transit)
整備
⑨モノレールの整備
⑩LRTの整備
⑪バスターミナルの整備
⑫大型駐車場の整備

【陸上交通】

駐車場
大黒ふ頭

【その他】

新-

参
道

⑬冊子「世界の美港都市横浜をめざしてVOL
３」
を参照

新港
7街区TM

76577



77

②ロープウェイ
ルート例

①ＬＲＴライク
新交通ルート例

③海上タクシー

②ロープウェイ

①ＬＲＴライク
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横浜市山下埠頭開発基本計画
－概要版パンフレット－

平成27年9月発行

狭域（山下ふ頭内）
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国際展示場・コンサートホール

79580



80

次世代電気自動車（EV）の例

HP（“e-Palette Concept”）より引用581



81

次世代自動運転バスの例

BOLDLY株式会社HPより引用 582
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ＡＲＴの例

583
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ＡＲＴの例

584



ＡＲＴの例

84585



ロープウェイの例
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ロープウェイ

ロープウェイ設置の基本概念
①民設民営（既に可能な状態）

②小型観覧ボックス型（プライベート空間）

③往復運動ではなく、常時ラウンド

④高度150m程度確保し、非日常景観を確保

⑤観光用主体、通勤利用可

⑥ex. 4000人/時間、時速20ｋｍ程度

⑥将来の山下ふ頭再開発完成時の観光客導入線

⑦港の見える丘公園-山下ふ頭-大桟橋-新港ふ頭-間

⑧山上ロープウェイと異なる、港観光ロープウェイの先駆け
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電動推進船の例
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https://www.youtube.com/watch?v=HReewV4TNDg&feature=share
90591

https://www.youtube.com/watch?v=HReewV4TNDg&feature=share


ワクチン等医療配給センターワクチン等医療配給センター

YHR作成
91592
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山下ふ頭 多層階構想による津波対策
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山下ふ頭 各種機能
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大桟橋との間の海域利用（噴水）

Dubai Fountain
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95
Dubai Fountain 95596
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Dubai Fountain 597



97
Dubai Fountain
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山下ふ頭 ハーバーリゾート計画 ２０１８．７ 9
8

マリーナエリア

マリーナ併設

98
599



山下ふ頭 ハーバーリゾート計画 ２０１８．７ 9
9

山下ふ頭
臨海プロムナード

臨海プロムナード（水際公園）

99

山下公園、元町地・中華街駅
から埠頭へ続く遊歩道を設置
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VIII. 事業収益計画（HOW MUCH） 

今回提案する事業計画では、一体開発事業として全体の収益計画

を出すには至っていません。我々は数字が独り歩きしないように確

実に予測できる部分だけ今回、本提案書で収益予測状況を提出させ

て頂きます。“HOW” にてご説明致しました考え方を踏まえ、村人

である港湾人、IR/カジノに反対した市民グループが、横浜市民の

視点で山下ふ頭の再開発に「相応しいであろう」、「有って欲しい」

と考え、検討した結果であります。現状では具体案として、①国際

展示場（特に日本展示会協会からの強い要望）、②コンサート・イ

ベント会場、③環境に優しいエネルギーの供給施設を中核としまし

た。これら 3 大施設を中核施設として、この中でも国際展示場を具

体的にビジネス展開すると、どのような収益構造になるか試算して

みました。 

 

1. 国際横浜港 臨海部の棲み分け                            1 

1 ページに示した様に、横浜港をベイブリッジで境界線を引く

と見事に物流とハーバーリゾートエリアの機能分担ができます。 

この分担を基軸に、ハーバーリゾートエリアにおいて山下ふ頭で

主に集客・ビジネス分野で大活躍するのが国際展示場です。 

 

2. YHR ビジネススキーム                                   2 

 2 ページに我々が提案する山下ふ頭一体開発事業のビジネス  

スキームを記しました。 

 

3. 全国の保税展示場 許可一覧                             3 

3 ページに、全国における展示場または展示場のような施設に

おける保税許可の有無を調査した結果を示しました。この表から

わかる様に、恒久的に保税措置が取られている国際展示場は国内

にないことが判明しました。 その時々によって期間限定で保税

展示場としての許可が取られていることが判明しました。 
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4. 国際展示場の事業収支予想                              4 

4 ページに 25 万㎡規模の国際展示場を山下ふ頭に設置した場合

の収益予測結果をプロットしたグラフを示しました。建築単価を

それぞれ総合物流層の平均単価である 15 万円/㎡～50 万円/㎡と

変化させた場合の結果です。ブルーとオレンジの棒の違いは建築

物の償却年数をそれぞれ短縮した年数に仮定した場合と、法定年

数で計算したものです。いずれにしても、非常に厳しく予測して

も大きな収益が得られそうなモデルであることが判りました。 

 

国際展示場のビジネスは、 

① 集客性が非常に良い 

② 企業でも、トップクラスが来場する 

③ 来訪客はほとんどが国際的なビジネスマンで安心できる 

④ 国際展示のために来るということで出張扱い 

⑤ 泊り客が多い 

⑥ ビジネスが終わったら観光に出る人も多い 

⑦ 日本企業の国際的な宣伝の場となる 

⑧ 多くの人が複数の会場を見ることができ、思わぬ発見の

場となる（Serendipity 効果） 

⑨ コンサートなど他のアミューズメントとのコラボレーシ

ョンの可能性も探れる 

など、多くのメリットが見込まれます。 

何といっても、「物造り国－日本」にとって、各社の製品の 

宣伝が一度にできるので、特に中堅、中小企業にとっては、

国際的にプロモーションと販路拡大のチャンスが格段に広が

ることとなります。 

 

5. 国際展示会の経済効果                                 5～6 

 このように個別に収益予想を行ってみると、国際展示場ビジネ

スは収益性が非常に高く、質の高いビジネスであることが判りま

した。我が国においても、国際展示場は必須であることも明確に

なりました。そこで、ビジネスそのものばかりではなく、国際展
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示場を山下ふ頭に設置した場合、直接的な経済効果はどの程度な

のか？また、間接的な経済普及効果はどれくらいなるのか、試算

してみました。 

その結果を 5～6 ページに示しました。 

 

① 直接的な経済効果は 1.1 兆円/年間 

② 間接経済普及効果は 6 ページに示しました通り、巨大なもの

となりました。 

 

これらの予測を行ってみて率直な感想を申し上げます。 

IR/カジノ事業を推進する根拠として、カジノ（博打）は経済効

果が非常に良いので（結局、明確な計算根拠は出ませんでした

が）、刑法違反にもかかわらず、違法性阻却までして推し進めよ

うとしました。その IR/カジノ事業構想でさえ、ここまでの経済

効果は見込めませんでした。 

日本は製造国（物造り国家）です。製造国として、きちんと

やらなければならいことをまじめに行うだけで、正当なビジネ

スを確立できることが判りました。博打依存経済志向（金儲け

しさえすれば良い）から真っ当な商売（ビジネス）を行う方向

に軌道修正する絶好の機会です。山下ふ頭で世界トップレベル

の国際展示場を設置することによって、健全で安心な発展の可

能性に満ち満ちていることが判りました。折しも、ロシアによ

るウクライナ紛争で、安全保障問題がクローズアップされてい

ます。日本政府も経済安全保障を国の重要な政策にしました。

正に国際展示場を本格的に導入する施策は国の政策（経済安全

保障）上も重要な要素となってきます。 

（IR・カジノ構想は我が国の国民の財産・資産を海外へ持っ

ていかれてしまうという、経済安全保障の観点からは、最悪の

やってはいけない施策です） 
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1

横浜港 臨海部の棲み分け

インナー
ハーバー
（内港地区）

アウター
ハーバー
（本牧・南本牧）

物流拠点

山下ふ頭は「地理的」にも「ソフト的」にも
展示場を設置する場として中間に位置し理想的立ち位置

山
下
ふ
頭

地理的位置

国際展示場
（ヒト⇔交易⇔モノ）

人 物

人 物

ソフト的位置
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2

YHR ビジネススキーム

国際展示場 客船ターミナルコンサート会場 SDGs
エネルギーセンター

日本展示会

協会

協会傘下
会員企業

国内外
顧客・企業

客船

D Cruise 
Line等

ラグジュアリー
クルーズ船

芸能・芸術
関連企業

コンサート
企画・広宣

スポーツ

興行

山下ふ頭全体
地域熱電供給シ

ステム

給食
センター

植物工場

ワクチン
センター

災害緊急時
電力供給

水素供給

総合物流センター（ラスト１マイル/ 宅配）

【YHR・横浜港運協会会員店社（横浜港湾人）】

新事業体

電気 冷暖房

医療・防災
センター
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全国の保税展示場 許可一覧

3
出所： 財務省関税局・税関HP「各税関管内保税地域・承認工場一覧」より引用、YHR事務局作成

令和4年4月1日現在

管轄税関 管轄官署 名 称 所在地 許可期間 蔵置貨物の種類

函館税関
青森税関

支署

青森県立美術館
シャガール「アレコ」全４作品
完全展示

青森県青森市大字安田字近野１８５
R03.04.01 ～

R05.03.31
展示用外国貨物
（背景画、梱包材）

東京税関 本関
東京国際フォーラム
アートフェア東京２０２２
保税展示場

東京都千代田区丸の内３－５－１
R04.03.09 ～

R04.03.13
展示用外国貨物

横浜税関
千葉税関

支署

FOODEX JAPAN 2022
第４７回国際食品・飲料展
被許可者： 一般社団法人
日本能率協会

千葉県千葉市美浜区中瀬二丁目１番
株式会社幕張メッセ 国際展示場

（展示ホール１番から６番
及びやすらぎのモール）

R4.03.05 ～
R4.03.12

展示用外国貨物
（展示用装飾機材

・冷蔵庫等）

名古屋税関

設置なし

大阪税関

神戸税関

門司税関

長崎税関

沖縄地区税関
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国際展示場F/S（収益シミュレーション）
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YHR 展示会の経済効果

5出所： RX Japan Ltd. 公表データより 608



実績 単位
年間規模
（およそ）

単位

展示スペース 8 万㎡ 25 万㎡

出展社数 1,500 社 21 万社

来場者数 8.2 万人 4,500 万人 *
宿泊人数 1.7 万人 200 万人

雇用者数 0.8 万人 2.5 万人 **
商談金額 500 億円 6.8 兆円

直接経済効果 79 億円 1.1 兆円

スマートエネルギーWeek 2019
具体的事例から推計した

全体の経済波及効果

YHR 推計値

YHR 展示会の経済効果

6

経済効果 試算前提条件：
・前ページと同等の展示会規模（試算単価）
・YHR展示スペース ２５万㎡（稼働率60％）
*  総参加者数： 東京ビッグサイト来場者数（2013～2019年実測値平均）を基礎に展示面積比で算出
** 雇用者数 ： 年間の新規雇用者数の予測値

YHR事務局試算
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IX. 提案の進め方（スケジュール（WHEN））   

大まかな今後のスケジュールについてダイヤグラム図で示しまし

た。これから横浜市・港湾局へ提出されたアイデアをベースに、引

き続きの提案公募、市民との意見交換会を繰り返し実施し、並行し

て設置される予定の委員会のメンバーから得られるであろう専門的

な叡智とも併せ、具体的な構想を練っていくこととなるでしょう。 

後世に名を残す健全で公正な委員会とするためには、構成メンバ

ーは地域及び各界代表、共に、既に功成り名を遂げ、将来の横浜市

民、山下ふ頭に集う国内外からの来訪者の幸福実現のため、無私な

スタンスで地域に奉仕できる高潔な人財を求めるのが良いでしょ

う。 

それにこの委員会には案を決定するような権限の付与はいかがな

ものかと考えます。市民から寄せられた貴重な意見を俯瞰し、グロ

ーバルなベストプラクティスとも比較、手法を精査した上で、そこ

から導き出される KFS（Key Factors for Success = 成功のカギ）を

グランドデザインに織り込み、将来あるべき方向性と統合された事

業及びインフラ整備パッケージ案を答申するくらいの方が良いので

はないでしょうか。更に議論が進み、詳細な事業化計画案など実現

可能性の評価が求められるフェーズでは、委員会の下部組織として

分科会を設けてもよいでしょう。 

最終的に方針を決定する主体は、村人であり、市民であります。

このスケジュール案では、最終的に運営開始する時期を 10 年後と

仮置きしていますが、市民による徹底的な議論の結果、市民意見と

公募内容の共通項と多様な少数意見を収斂させ、提言された構想案

に対するコンセンサスを醸成させることが第一義であり、これが最

適解である訳ではありません。政局や、行政が引いた既定の線表に

影響されることなく、市民主体の構想実現に向け、市民への奉仕者

である本来の行政の役割と、現場で丁寧に且つ柔軟に市民との相互

のコミュニケーションをとりながら開発に取り組む港湾局職員の姿

勢が、今、当に、試されようとしているのです。 
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Ⅸ．　山下ふ頭再開発の概略スケジュール（暫定）

山下ふ頭：開発事業候補の実証事業

市民・村人の

合意形成

第１回市民意見・

事業提案公募

12月

公表

資金調達・詳細設計・建設見積もり

建設事業体形成

建築工事公募

6月末日

〆切

9月末日

提案の公開

提案されたアイデアの検討

委員会/傘下分科会で審議

開発方針決定

第１回開発事業提案

事業化準備

建設

電気・上下水等インフラ工事

運営事業体の形成

市民・村人事業体への参加検討

開発案に合意

山下ふ頭

オープン

11月

公表

2月末日

〆切

第2回市民意見・

法人提案公募

提案されたアイデアの公開プレゼン、

公開シンポジウム開催 ⇒ 意見集約

繰り返し何度でも市民が納得する迄

出所： YHR事務局作成

1
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X. 俯瞰・鳥観図、パース（原図）    

１． 本提案書作成に用いた「俯瞰・鳥瞰図、イメージ、パース図」

を添付しました。 

２． 提案した具体的施設の「施設内のパース図」を添付致しまし

た。 
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1

山下ふ頭の中心に所在する
一般社団法人 横浜港ハーバーリゾート協会（YHR）
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提案のイメージ図（昼）

2614



3

提案のイメージ図（夜）
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ゾーニング・交通イメージゾーニング・具体案①
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ゾーニング・交通イメージ

山下ふ頭 ハーバーリゾート計画 ２０１８．７ 5

国際展示会場
 総多層階・展示会場25万㎡確保
 上部構造にレストラン・会議室等設置
 最下層：駐車場と荷捌場所とし、津波対策

SDGｓエネルギーセンター
 タービン発電
 水素利用
 災害時対応

山下ふ頭内新交通
 域内循環型
 道路走行・自動運転
 個別デマンド型

船舶・直岸壁荷役

展示場 ： 25万㎡
全体 ： 50万㎡

クルーズ拠点・レストランエリア

臨海ホテル・リゾートエリア

コンサートエリア

5

ゾーニング・①のより詳細な案
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配置図

山下ふ頭 ハーバーリゾート計画 ２０１８．７ 6

ゾーニング・①のパース図

6
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ゾーニング：具体案②
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8

展示場・物流・ホテル・コンサート会場など複合施設
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9

ラストワンマイルを変える横浜ハーバーロジシティ
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エデュケーションセンター
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レストラン
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屋外コンサート会場
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国際展示会・イベント会場
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物流センター
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植物工場
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給食工場
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駐車場
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ワクチン等医療配給センター

18630



株式会社山手総合計画研究所 
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Yokohama WateRing - Ship

（株）山手総合計画研究所
2023.02.28
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私たちのスタンスと市民意見募集等のとらえ方

私たちは1983年から、横浜で、都市・建築に関する企画・計画・設計などを行ってきた小
さな会社です。

今回、私たちは、横浜にある会社の責務として、何か提案しなければと考えました。

横浜のまちがより魅力的になることが、私たちの会社の価値にもつながります。私たちと同
じように、横浜がより魅力的になってほしいと望んでいる企業・個人が、横浜市内には数多く
存在するのではないかと思います。

私たちは、市による市民意見募集に寄せられた意見の量と内容をみて、「山下ふ頭という横
浜市民の重要な資産のあり方を『自分ごと』としてとらえたいという人が多い」と解釈しまし
た。つまり、山下ふ頭の開発を誰かに任せるのではなく、自分たちもかかわって考え、創り出
していきたいのだと思います。

そこで、私たちの提案は、横浜市民（個人・法人）の開発へのかかわり方を提案の主軸とす
ることにしました。 今回の提案が、より多くの人・組織が、山下ふ頭の方向性やありかたを
考えるヒントの一つとして、少しでも役に立てればと考えています。

Yokohama WateRing - Ship

Yokohama

山下ふ頭のあり方を考えるとき、横浜らしさとはなにか、を考える必要があります。

山下ふ頭が隣接する関内は開港の地という歴史があり、それが横浜のアイデンティティの一つ
ともなっています。

また、長年の都市デザインの結果として創られてきた水辺の風景は、重要な横浜らしさのひと
つとなっています。

これからの時代は、共創・創発により様々な主体が連携・協力していく文化も、重要な横浜ら
しさの一つとして育っていくことが求められます。

WateRing

Wateringは水を供給するという意味です。
山下ふ頭は、インナーハーバーというリング状の水辺の都市空間のなかでも重要な位置を占め
ています。
山下ふ頭で行う事業では、その立地を活かし、横浜や日本の未来にむけて生きていくために最
も大切な「水」を供給する、ということを意図しています。

- Ship

山下ふ頭やインナーハーバーで行われる事業には、行政、民間、そして市民が一緒に乗り込み、
知を結集して事業を推進していく「乗り物としての事業体 =  ship」が必要と考えています。

また、– ship という接尾語はあり方や状態を示す言葉となります。

Yokohama WateRingに – ship がつくことで、横浜らしい空間と共創・創発の精神を発揮した
事業の推進で、横浜や日本に大切な価値・インパクトを生み出していくことを目指していく、
という意味を込めています。

山下ふ頭が開発されると、横浜の港としてまずイメージされるこの風景に新たな要素が追加されることになります。
新しい風景は、ダイナミックさと洗練されたデザインを両立し、新たな横浜らしい風景となっていくことを期待します。
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共創・創発による
再開発事業の
新しい進め方1
横浜市

市民
377万人

民間
企業

私たちの提案の立ち位置
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【検討が必要な内容】
• 臨海部の土地利用再編とあわせ
た広域の交通網の再構築

• 各エリアの土地利用の方向性
• その中での山下ふ頭の位置づけ

１ 川崎～横浜の臨海部の土地利用再編の流れを捉える

【インナーハーバー及び山下ふ頭に求められる姿】
• 山下ふ頭は横浜港のインナーハーバーとアウターハーバーの結節点であり、都市と港
の機能を統合させる横浜の経済、産業、文化の核である。その特異な立地を生かし、
横浜の経済振興・都市文化醸成に資する国際的な人・物・情報の集まる拠点を形成す
べきである。

• また、都心臨海部の広大な公有地であり、土地の所有権の分割等を行うことなく、一
体的に利用可能という特徴があり、横浜市のまちづくりへの貢献が強く求められる公
共性の高い土地である。

• 短期的、近視眼的な収益性重視の視点ではなく、将来の横浜と日本を見据えた中長期
的視点を重視した構想策定が求められる。

【広域連携による共創・創発】
• 東京では、羽田アクセス線の整備
に関連して、有明東京ビッグサイ
トやつくばエクスプレスとの接続
など、産業経済拠点の相互連携を
見据えた交通再編の動きがある。

• 山下ふ頭の対岸では、扇島などJFE
の400haを超える広大な事業用地の
30年以上掛かる国家的プロジェク
トとなる再開発の検討が始まる。

• 東京・川崎の臨海部を中心とした
様々な大規模事業と連携・連動し
て交通網の再検討を行うなど、長
期的・広域的な視点で事業を組み
立てていくことが大切である。
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２ 中長期を見据えた構想の策定のプロセスとは？

【参考】市民と専門家（プランナー・建築家・行政）
が対話を繰り返して創りげたボストン・ビジョンズ・
コンペの例

• 日本は少子高齢化、地球温暖化、デジタル社会化、複雑化する国際関係などの対応を通じ
て政治・社会、経済の中長期にわたるイノベーションが不可欠である。国際社会における
横浜と日本の将来を見据えた中長期的視点を重視した構想の立案が何よりも求められる。

• 今回の事業提案公募に留まらず、今後も定期的に広く事業構想の提案を公募し、提案者の
市民への公開プレゼンテーション、提案者、専門家、学識経験者、市民のパネル・ディス
カッション等により、課題と対策の整理を行ない、様々な知見を得て構想の内容を深化さ
せて、長期的視点と実現性を両立させる構想を練り上げる必要がある。

• 短期間の提案募集で事業者を決定してしまうのではなく、計画・事業の検討内容を徐々に
レベルアップし、そのたびごとに様々な提案を求め、またその内容を公開していくことで、
市民の事業に対する信頼が醸成され、質の高い合意形成が可能となる。

©NewtonCourt

ボストン都心部を高架で貫通する高速道路の拡幅・地
下化、そして、ボストン都心部と空港が位置する東部を
結ぶボストン港海底トンネルの建設事業を例に挙げる。
この開発では、多数のコンペやワークショップ、フォー
ラムが開催され、市、州、市民で構成される「ボストン
2000 ワーキング・グループ」等、様々な個人・団体が意
見を交わし練られた計画である。
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３ 市民に価値を還元していくための指標とは？

山下ふ頭での開発を通して、市民に価値を還元していくためには、事業の評価指標
を適切に設定するとともに、その評価の向上を目指すことが、事業者のインセンティ
ブともなるような仕組み（次ページ「推進体制」参照）との連動が必要である。
山下ふ頭の事業の評価は、以下の4つのレベルの評価が考えられる。

1. 山下ふ頭の敷地の土地利用や施設・機能の整備・運営に関する評価
2. 横浜の都心部全体に対する事業内容とそのインパクトの評価
3. 横浜市全体に対する事業内容とインパクトの評価
4. 社会全体に対するインパクト（全国・海外を含む）の評価

• これらの評価を行っていくためには、事業実施前の現在からデータの蓄積をはじめ
ていく必要がある。また、事業開始後も毎年の評価を行っていくことが必要である。

• これまでの統計データだけではなく、様々なデジタル技術により得られるデータな
ども含めて継続的に蓄積し、分析や方針検討に活用していく。

山下ふ頭の事業の
経営の健全性

税収の健全性への貢献

市民の満足度や
愛着等

新たなビジネスや
企業の誕生

観光やビジネス客の
増大や質の転換等

市内企業の発展・成長

横浜への海外企業の進出

市内の経済循環の構築

インナーハーバーの
環境の向上

横浜や日本の
脱炭素への貢献

人々の滞留時間

人々の回遊状況

横浜市のブランド力
向上への貢献

横浜市民のWELLBEING

指標として考えられる、様々な分野

教育や福祉への貢献

個々人が価値を
見出す場の創出

キッカケの創出、
新しいことへの挑戦
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４ 市民・事業者・行政の共創・創発による推進体制

これまでの事業者公募

LABVをベースに考えた、これからの行政、市民（個人・法人）、事業者の関係（試案）

【参考】LABV （Local Asset Backed Vehicle）とは
• LABVは一般的に、公共が不動産、民間が資金を出資して、官民共同事業体を設立し、共同で開発
事業を実施するスキームをいう。日本では佐賀県上峰町や山口県山陽小野田市などで事業導入の取
組が始まっている。

• 民間のノウハウや人材、そして資本を活かしながら、土地の価値を顕在化させずに事業を行うこと
ができる。

• 官民共同の事業体は、対象となる敷地（山下ふ頭）以外でも事業を行うことができるため、例えば、
都心臨海部やインナーハーバー全体など、より広域的な視点で相乗効果を発揮する事業の実施が可
能となる。

• 市の公共的・公益的な意向は、事業を専門に評価する組織の助言や金融機関の判断を参考としなが
ら、市が出資者として事業に反映していく。

横浜市
事業者
少数の法人に
よるJV等意見

公募

賃料・税金

有識者
委員会

委嘱

意見 意見

横浜市

民間

事業体事業期間の
借地料相当の出資
（借地の権利として

出資）

資金の出資
人材

ノウハウ

事業
評価
組織

金融
機関

融資
事業の審査市の出資相当に

対する
公益的事業の
評価の助言

事業内容に対して、有識
者委員会として意見を言う
ことができるが、基本的に
は事業者が行う事業の収益
及びその内容は事業者の株
主等のものとなる。

市は土地（使用の権利等）
を出資し、民間事業者・市民
は資金およびノウハウを提供
し一つの事業体（乗り物
=Vehicle）をつくる。
実施する事業の内容につい

ては、出資者としての横浜市
の意向も反映する。
一方、行政の力・意向が強

くなりすぎないよう、出資の
割合などには十分配慮する。
事業体の実施事業内容につ

いては、単に経営として成り
立っているかだけではなく、
公共的な意義のある活動と
なっているか、横浜市が出資
するにふさわしい事業内容と
なっているかを評価する。

依頼

事業の評価

市内
企業
等

市民 公共・公益的な
価値の還元

意見

市民

出資

• 山下ふ頭の再開発は、横浜経済界の再生の機会と捉え、今後のインナーハーバー
の再開発の事業手法の嚆矢とすべきである。

• 横浜には物流・運輸・交通・宿泊・飲食物販など多彩な事業者が事業を行なって
いる。市はこうした事業者の参画による地元資本の造成を企画し、建設と運営を
一体化した開発事業への参画機会を拡げた事業手法と事業体を開発すべきである。

山下ふ頭は、横浜市・横浜市民の重要な資産であり、長期にわたって公民連携で活用が行わ
れるものであるため、LABVに限らず、様々な事業スキームのありかたを十分に研究・検討す
るべきである。 638



５ 「意見をもらう」から「ともに歩む」へ

• 山下ふ頭は、横浜市民の大切な資産である。その方向性を考えるにあたって、ワーク
ショップやパブコメなどによる市民参加といった「意見をもらう」やり方から、市民・
行政・事業者・大学等の研究機関が同じ方向を向いて「ともに歩む」やり方にシフトし、
意欲と様々な知見をもつ市民の活躍の場を創り出していく。

• これまでにも多くの市民や大学等により、横浜都心部の都市デザインやまちづくりに関
する提案がなされてきた。しかし、それらの多くは、その研究・検討結果を施策に活か
すための位置づけがなく、アーカイブとしても蓄積されていない。

• 山下ふ頭が都市と港の接点であることを活かし、「（仮称）都市と港の市民学校」（以
下、「市民学校」とする）として、さまざまな人・組織（民間企業を含む）が集まるこ
とのできる場をつくり、継続的に運営していく。

• 市民学校では、山下ふ頭の将来像を考えるのに資する連続講座なども行いながら、様々
な個人・組織の研究・検討の支援とその成果のアーカイブ、発信などを行い、場合に
よっては実験的な取組も実施したりする。

• このような活動を通して、市民・民間企業・大学等・行政の目指す方向性が共有され、
「ともに歩む」環境が醸成されていく。

バルセロナのスマートシティ・エキスポという展示会で、多くの展示が「技術」や「製
品・サービス」である中、バルセロナ市の展示のメインコンテンツは「人々の対話」自体
であった。期間中、バルセロナのリーダーから「社会哲学なきテクノロジー導入は空虚で
ある。スマートシティは、テクノロジー中心ではなく、環境共生と人間中心主義が主要
テーマの枠組みへと変化した。」という発言があったとも聞く。

市市民 学

民間

市市民 民間 学

これまでの「意見をもらう」関係 これからの「ともに歩む」関係
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６ これからの市民・事業者・行政の対話ツールの活用

今後の山下ふ頭やインナーハーバー全体のあり方
の検討に当たっては、アイレベルから都市スケー
ルまでの様々なレベルの検討が必要となってくる。
また、専門性を持つ人も、持たない人もお互いの
考えているイメージを共有しながら、対等に話し
合えることが望ましい。

国土交通省で公開している3D都市モデル
Plateauのデータを活用し、模型を動かすとVR空
間内の建物やストリートファニチャーなどが連動
して動く「タンジブル（＝手で触れることができ
る） インターフェース」という仕組みを使った
対話のモデル的取り組みも始まっている。

ワークショップ参加者が、
タンジブルインターフェースを使って対話している様子

ワークショップ参加者同士が、対話をしながらその場で作った
まちの将来イメージの風景

Youtubeにて、2022年10月～12月にかけて開催されたワークショップの様子や
タンジブルインターフェースの使い方などを紹介する動画も公開しています。
https://youtu.be/OYzVdyyANpw

■国土交通省 PLATEAU Use Case
「 XR技術を用いた体感型アーバンプランニングツール」
https://www.mlit.go.jp/plateau/use-case/uc22-035/

実施事業者：インフォ・ラウンジ株式会社 / サイバネットシステム株式
会社/株式会社山手総合計画研究所 など
実施場所：神奈川県横浜市
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７ 事業スケジュールのイメージ

• 2027年国際園芸博覧会の開催や次期市長選挙等の日程も視野に入れて、市民意識の向上
を図りつつ拙速ではない事業スケジュールを考える必要がある。
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基本コンセプトを
見出していくための
視点

今後の検討において重要となってくるであろう視点を
提示したうえで、その視点から考えたときの基本コン
セプトのひとつの案を提示する。

2
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視点１ 商港と都市の接点である経緯と立地を活かす

• 国際社会とのリアルな人的交流、実物を介した情報交流の場となる国際見本市や国際会議
というMICEが、新産業育成などのビジネス創出、日本や横浜のブランド力強化といったイ
ノベーションの最重要ツールとなる。

• グローバルスタンダードの国際展示場、コンサート・スポーツイベント・国際会議等の会
場となる多目的ホールなどを整備する。これにより、パシフィコ横浜と相俟って山下ふ頭
を核としたインナーハーバーに、国内のみならず世界中から多くの人々が集い、賑わい、
それに伴い貿易・物流が活性化し、横浜市の経済の好循環を生み出す。

• 現在山下ふ頭が持つ保税機能を存続させ、国際的な出展の優位性を発揮する。
• ハード整備だけでなく、市や市民の出資によるMICEの運営事業体の設立を含む横浜市の

MICE国際マーケティング戦略の構築と運用を行う必要がある。

保税機能を持つ大規模
MICE

そのために考えられる
コアコンテンツの例

■グローバルスタンダードの
大規模展示場の計画条件

• 最大8～10万㎡の展示会開催が可能である事展
示場の稼働率は30～40％（半数以上の展示フ
ロアは直前の展示会の撤収、次の展示会の設
営で占用）であることから展示場のNET面積
は25万㎡必要。GROSSで40万㎡程度となる。

• 国内の展示場に少ない巨大機械等の屋外動態
展示の場の設置。海外等からの船舶輸送の陸
揚げスペースとしても活用。

• 荷捌きスペースは5万㎡（トラック1台に100
㎡、4回転／日）、トラック500～2000台／日
の設営・撤収・運搬作業を見込む。

• 来場者は最大20～50万人／日を想定。輸送効
率の良い鉄道が不可欠となる。

交易
人と文化が交流し、物やサービス、知が行き交い、価値が生まれる場

国際展示場
NET25万㎡、来場者20万人/日

野外展示場

エネルギー
センター

ホテル

平土間型多目的ホール
大規模コンサートホール
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視点２ インナーハーバー全体で考えるインフラの再構築

人流
• 羽田国際空港から、新幹線新横浜駅から来場客が30分で到達できる必要がある。
• JREの羽田アクセス線（東京駅ー羽田空港）の山下ふ頭への延伸を考える。
• 山下ふ頭内に直結駅を設ける。

物流
• 港湾物流はトラック輸送が主体であったが、アウターハーバーのふ頭の増設に対応してCO2
排出量の少ない鉄道輸送の復権を考える時期に来ている。

• JR羽田アクセス線の延伸や扇島等のJFE工場の再開発に合わせた神奈川臨海鉄道貨物線の再
整備により、MICEと京浜工業地帯・外港ふ頭と連絡する。

• 幹線道路については、臨港幹線道路と場内道路を接続し、空港や外港ふ頭と直結する。

• グローバル規模のMICEが成立するには交通の利便性が何より求められる。
• MICEの人流・物流を支える交通計画が重要となる。

道路のネットワークイメージ 大量輸送交通のネットワークイメージ
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視点３ インナーハーバー全体で考えるランドスケープ

池泉回遊式庭園を模したインナーハーバー空間構想／2011年の私たちの提案

• インナーハーバーは陸地が水域を包み込むリング状のまとまりのある空間構造であるが、
全体的に地形が平坦であり、山などの自然要素を間近に望むことができないのが、国内外
の美港といわれる有名港湾との大きな違いである。

• そこで、インナーハーバーの水域に大きく突き出た瑞穂ふ頭を蓬莱島というフォーカスに
して、インナーハーバーを日本独自の池泉回遊式庭園に見立てた庭園型港湾都市を整備す
べきと考える。また、人工的なものから海や生き物、風などの自然まで、様々なものをラ
ンドスケープとして生かしていく。

• 山下ふ頭も、みなとみらい地区と同様に水域を縁取る緑地を提供する。山下公園から連続
するよう、臨海公園を整備し、軽スポーツコートや、野外コンサートなどのイベント広場
なども備えて、MICEの来訪者や市民の憩いの場とする。

スカイ
ライン

工場や
煙突！

橋や
風車！

海と風！

生き物！
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視点４ インナーハーバー全体を見据えた実験場

• インナーハーバーや京浜臨海部は、今後土地利用転換が進んでいく可能性がある。
• 環境技術は日進月歩の分野であり、開発時期も大きく異なるため、各ふ頭や大規模敷地

などの単位で自律・分散しつつ、全体としての効率化などを目指していく必要がある。
• 山下ふ頭全体を環境脱炭素化・再生可能エネルギー・廃棄物を含む物質の再生循環・情

報技術等のハード・ソフトの先端的取り組みのショーケースとする。
• 市民が自由に見学学習できるオープンなエネルギーセンターを整備する。
• 山下ふ頭での取り組みを1つの大きな実験としてとらえ、その知見を、市内や国内のみな

らず、海外も含めた様々なエリアに応用していくことを目指す。

市民が自由に見学できる広島市の廃棄物処理工場エコリウム

海水を利用した
ヒートポンプ空調
システム

海水から水素を作
り燃料電池に電気
を蓄電

雨水を利用し
た屋上緑地へ
の散水による
排水負荷の低
減

廃棄物処理
一次、二次、三次処理

ソーラーパネルによる太陽光発電
と屋上緑化・農園等のデュアル
ユースとする

山下ふ頭全体のエネルギーセンターのイメージ

エネルギー
センター

山下ふ頭のすべての屋上を緑化と太陽光のデュアルユースに！
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現在 未来
山下ふ頭の
マネジメント

視点5 市町村の枠を超え柔軟に都市と港をマネジメントする

• （仮称）Yokohama WateRing –Ship 事
業体の経営をきっかけに、インナーハー
バーの再開発経営を統一された一つの資
本のもとで行う「（仮称）ヨコハマ
ポート＆アーバンオーソリティ」の構想
を図りたい。

• （仮称）Yokohama WateRing –Ship 事
業体が発展してインナーハーバーのポー
トオーソリティとなる、または横浜港全
体のポート＆アーバンオーソリティを設
立しその構成企業の一員となることが考
えられる。

• これからの日本の港湾の概念は、従来の
「交通・物流機能」の運営に加え、市民
社会にふさわしい「都市と港の関係を構
築し、市民とともに都市と港を経営」す
る体制と環境を創り出すことである。

• 土地利用転換が進む京浜臨海部や川崎市
の臨海部の事業などとも連携・連動し、
さらには一体的にマネジメントされる体
制と環境を目指す。

Yokohama WateRing –Ship
事業体

• 1章「４ 市民・事業者・行政の共創・
創発による推進体制」に示したような、
市民・市内事業者・横浜市の出資を中
心とした事業体を設立し、山下ふ頭の
計画・建設・運営をを一貫して行う体
制として、「（仮称）Yokohama 
WateRing –Ship 事業体」を考える。

3章に示す「シナリオ１ 世界とつながる
交易の場をつくる」の場合

• （仮称）Yokohama WateRing –Ship
事業体や、横浜市国際局、文化観光局、
国の省庁とも連携し日本全体のMICE都
市アライアンスを横浜市が中心となっ
て構築し、国内のMICEの開催誘致や調
整、相互連携などを行う。

• 活動を通して、国内企業間のオープン
イノベーション、市内企業の海外展開
等の支援や公民連携による国際技術協
力への貢献につなげていく。

横浜の
都市と港のマネジメント

東京湾臨海部の
都市と港のマネジメント

ヨコハマポート＆アーバン
オーソリティ

・・・・・・

領域

組織の
イメージ
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視点６ 今から始める山下ふ頭のコンテンツの掘り起こし

広大な屋外空間の活用

コンテナとテントによる仮設の大規模屋内空間の活用

• 港湾で使用した不要となったコンテナを積層して壁体を作り、テントなどで簡便な屋根
を掛けた仮設建築物を展示会場などとして利用する。建設・解体が容易で、移設も可能
である。

• 既存倉庫の解体が進んでいるが、計画が確定し建設が始まるまで数年の時間がある。
• この間に山下ふ頭を魅力的にしていく事業のアイデアの実証実験を行い、計画の内容や運

営方法、実行能力、集客力などを検証しておく事は、より実現性の高い計画を策定する上
で有効である。

• さまざまなアクティビティが継続的に行われることは、山下ふ頭の価値を高めることにも
つながる。

コンテナを積み重ねてつくったアートスペースの事例
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横浜と同じ港湾都市であるバルセロナの様々な交易の場649



シナリオ１
世界とつながる
交易の場をつくる

目指す姿や目標時点の置き方で、
様々なシナリオ考えられる。

大規模MICEは現時点では、現実
的な姿の一つであり、今後10年
～20年は必要とされるであろう。
しかし、もっと長い目で見ると
異なる姿が理想の可能性もある。

横浜市民の大切な資産である山
下ふ頭をどのように活かしてい
くべきか、横浜市民として何に
どのように資産を投資すべきか
を議論し、考えていく必要があ
る。

常に複数のシナリオを持ち、時
代の変化に柔軟に対応できるよ
うにしておく必要がある。

それは、横浜のサバイバル戦略
そのものである。

3
現時点での
現実的な姿

2050年に
望ましい
姿交易の場シナリオ

例：スポーツ・ウェルネスシナリオ

例：産業・教育・インキュベーションシナリオ●●シナリオ

●●シナリオ
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１ 市民の水辺と世界との交易を生み出す土地利用

• MICEを支える各種事務所・会議室・
宿泊・飲食物販・バンケット等のサー
ビス・運営施設用地を挟んで、北側の
水面に沿って臨海公園、南側に広大な
展示場を配置する。

• サービス施設は公園及び展示場の双方
から利用できる配置とする。

• 新山下貯木場跡地も将来のMICE拡張
用地として考えたい。

• 20万人/日の来場者を運ぶには直結鉄
道が不可欠となる可能性がある。長期
的視点に立ち、JR東京駅や品川駅、羽
田空港からの直接のアプローチやJR新
横浜駅、横浜駅からの直接アプローチ
なども検討していく必要がある。

展示場

臨海
公園

【道路】
• 山下橋交差点からの進入だけでなく、臨港

幹線道路と場内道路の接続により、関内の
交通混雑を避けて展示品等の搬入搬出を行
う。地区からの車両の二方向避難ルートの
確保も併せて実現する。

【鉄道等の大量輸送交通】
• 東京駅ー羽田空港ー扇島ー大黒埠頭ー山下ふ頭線の整備。
• 市営地下鉄も関内駅から分岐進入し、新横浜駅から直結。
【海上交通】
• ５、６、７、８、９岸壁を物資搬入ピアとして活用する。
• ２、３岸壁は国際クルーズ船ピアとして活用する。

出典：国土地理院 基盤地図情報
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２ 大規模展示場の空間システムイメージ

8万㎡／1フロアを２階から３層重ね、1階は荷捌きスペース、地下に貨物鉄道駅を設ける空間
システムを考える。

展示場は設備のインターステイシャルスペースも含んで階高８m程度を想定
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提案スタディ カット集提案スタディ カット集

土地利用

交通計画

大規模MICE施設

イメージ 初期スケッチ

653



提案スタディ カット集

エネルギーセンター
展示場等の広大な屋上でソーラー発
電を行い、場内の電気を賄う。メガ
ソーラーは12万㎡程度、１.2万KW
／年の発電力を供給。

ホテル
特徴ある形態の200m級
超高層ホテル

提案スタディ カット集

臨海緑地公園
山下公園前面水域を囲むよう
山下公園とL字型に一体性を
持つ公園。
野外コンサート・スポーツ球
技・花火大会など多彩な野外
イベントの開催。

屋上空間の利用
・展示場屋上は、緑化（庭園と農場）とソー
ラー発電のデﾕアルユースを行う。庭園は来
場者の休憩憩いの場、農園は地区内の飲食展
への食材供給。
・屋上には、展示会場来場者用の環状の移動
システムを整備、エスカレーターで各階と結
ぶ。

多目的平土間型ホール
• 大規模コンサート等で最大3万人超の収容を想定
• 平土間に周囲バルコニー席を付置
• 室内スポーツイベントも行える設備
• 参加者５～10千人規模の国際会議総会の開催も
可とする

３つの土地利用と
４つの交通手段による
アクセシビリテイの充
実

景観と土地利用検討
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株式会社山手総合計画研究所
http://www.y-p-c.co.jp/

655


	２ 法人提案の内容
	(3) 国際展示場等の施設を中心とした提案
	一般社団法人横浜港ハーバーリゾート協会
	株式会社山手総合計画研究所





